
 

 

 

 

 

 

津島神社周辺エリア観光ターミナル 

整備運営事業(第一期事業) 

 

 

募集要項(別添資料) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年●月 

 

津島市 

  



目 次 

P1  別添資料１ 計画概要（津島駅周辺） 

P2  別添資料２ 対象地周辺の現況(津島神社風致地区の位置情報等を含む。) 

P4  別添資料３ 津島神社の駐車場配置 

P5  別添資料４ 津島神社の参拝客数の推移(観光レクリエーション利用者統計) 

P6  別添資料５ 堀田家住宅の来館者の推移 

P7  別添資料６ 各お祭りの観光客数・地域のまちづくり活動 

P11  別添資料７ 周辺の道路交通量 

P15  別添資料８ 津島駅周辺まちづくり基本構想（案） 

P48  別添資料９ 津島神社周辺の歴史 

P50  別添資料 10 インフラ整備状況 

P51  別添資料 11 地形測量図 

P53  別添資料 12 土質調査報告書 

P122 別添資料 13 北側水路整備予定箇所 

P123 別添資料 14 津島市ふるさと納税返礼品一覧 

P139 別添資料 15 津島商工会議所優良特産推奨品一覧 

P145 別添資料 16 貸付面積の区分イメージ 

P146 別添資料 17 店舗用兼公衆用トイレ・津島おもてなしステーションの区分イメージ 

P147 別添資料 18 津島おもてなしステーションの概要 

別添資料 19 スマートフォンの GPS位置情報データを用いた津島神社及び天王川公園の来訪者数※ 

※別添資料 19 については、管理者が公表するデータではないので市ホームページに掲載することは控

え、第５章／２／（２）に示す「補足資料の提供」により、平面図(地形測量図)の CADデータと合わ

せ申込者に提供する。 



                                     

文
化
会
館

 

天
王
通
１

 

又
吉
二

 

天
王
通
５

 
藤
浪
１

 

現
状

(
W
=
6
.
0
m
)
 

将
来

形
 

江
西
町

 

津
島
駅
関
係

 

駅
東
側
で
人
口
密
度
の
高
い

 

「
駅
ち
か
居
住
地
」
の
実
現
に
向
け
て
、

 

用
途
地
域
等
の
見
直
し
を
実
施
中

 

（
R

6
年
度
中
）
 

清
正
公
社

 

コ
ン

ビ
ニ

 
市
有
地
を
活
用
し
た

 

拠
点
事
業

 

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

 

を
含
む
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
拠
点
事
業

 津
島
駅
か
ら

7
0
0
m

 

コ
ン
ビ
ニ

 

マ
チ
ナ
カ
に
出
か
け
る
目
的
地
と
な
る

 

新
た
な
拠
点
を
設
置

 

【
対

象
区

域
】

 

：
検

討
対

象
区

域
 

：
市

有
地

 

：
津

島
神

社
所

有
地

 

 

津
島
神
社

 

天
王
通
り
整
備

 
無
電
柱
化
事
業

 

区
域

B
 

（
神
社
有
地
）
 

津
島
駅
関
係

 

津
島
駅
の
再
整
備

 

（都）昭和南本町線 

整備事業 

（整備予定区間） 

コ
ン
ビ
ニ

 

区
域

C
 

（
堀
田
家
住
宅
）
 

今
市
場
町
２

 
区
域

A
 

（
市
有
地
）
 

R
5
：
天
王
川
公
園

 

Ｐ
ａ
ｒｋ

－
Ｐ
Ｆ
Ｉ事

業
完
成

 

 

別
添

資
料

１
 
計

画
概

要
（

津
島

駅
周

辺
）
 

1



     

茶
室

 

津
島
神
社

 

南
門

 

楼
門

 

参
道

 

参
集
所

 

儀
礼
殿

 
■
旧
・
尾
張
津
島
観
光
セ
ン
タ
ー
（
令
和
６
年
度
前
期
取
壊
し
）

 

■
津
島
警
察
署
天
王
交
番

 
■
津
島
神
社

 
南
の
鳥
居

 

天
王

 
交
番

 
鳥
居

 

■
津
島
神
社

 
参
集
所

 

■
津
島
神
社

 
参
道

 

■
津
島
神
社

 
儀
礼
殿

 

■
堀
田
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
 

⇒
利
活
用
を
検
討
中

 

■
旧
・
わ
ざ
・
語
り
・
伝
承
の
館

 

（
令
和
６
年
度
前
期
取
壊
し
）

 

■
津
島
神
社

 
東
の
鳥
居

 

社
務
所

 

鳥
居

 

別
添
資
料
２

 
対
象
地
周
辺
の
現
況

 

区
域
Ａ

 

■
津
島
神
社

 
茶
室

 

区
域
Ｃ

 

区
域
Ｂ

 

：
市
有
地

 

：
津
島
神
社
所
有
地

 

2



風致地区について 
 

対象用地の北側は、「津島神社風致地区」に指定されています。当該風致地区は、「津島市風致地

区内における建築等の規制に関する条例」で定めている第 3 種風致地区として、風致地区内におけ

る建築物の新築や木竹の伐採などの行為を行う場合に、下表を満たすことが条件とされています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：津島市歴史的風致維持向上計画 

対象用地 

■第 3 種風致地区内における許可等の基準 

津島神社風致地区 
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別添資料４ 津島神社の参拝客数の推移 

１．津島神社の参拝客数の推移 

津島神社は、愛知県内でも有数の観光施設となっています。愛知県の観光レクリ

エーション利用者統計によると、過去 10 年間では概ね 100 万人で推移しており、

2023 年は約 120 万人と最も多くなっています。 

天王祭が通常開催された 2023 年の月別利用者数の推移を見ると、１年のうち最

も利用者が多いのは初詣のある１月となっており、年間利用者数の約４割を占め

ています。その他の月については、約５万～８万人となっています。 

なお、観光レクリエーション利用者統計のデータについては、お賽銭の数から整

理されているとのことです（津島神社より情報提供）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■月別利用者数の推移（2023 年） 
資料：観光レクリエーション利用者統計 
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別添資料５ 堀田家住宅の来館者数の推移 

年間利用者数は 2017 年の約４千人がピークとなっており、以降は減少傾向とな

っています。なお、2020 年、2021 年は約千人と、コロナ禍の影響を受けていると

考えられます。 

2023 年の月別利用者数の推移を見ると、１年のうち最も利用者が多いのは７月

月となっていますが、月別の傾向は各年によって異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間利用者数の推移 

資料：津島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■月別利用者数の推移（2023 年） 

資料：津島市 
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別添資料６ 各お祭りの観光客数・地域のまちづくり活動  

１．各お祭りの観光客数 

(１) 尾張津島天王祭 

尾張津島天王祭は、日本三大川まつり

のひとつで、津島神社の祭礼として約

600 年の歴史があり、絢爛豪華な祭とし

て知られています。宵祭では、提灯を灯

した５艘の巻藁舟が天王川を漕ぎ出し、

朝祭では、市江車を加えた６艘の車楽舟

が漕ぎ渡ります。 

また、昭和 55 年に「尾張津島天王

祭の車楽舟行事」が国の重要無形民俗

文化財に指定されており、平成 28 年 12 月には 33 件の「山・鉾・屋台行事」のひ

とつとして、ユネスコ無形文化遺産に登録されています。 

来訪者数の推移を見ると、2017 年までは、毎年約 23 万～26 万人の観光客が訪

れています。2018 年以降は、悪天候による宵祭の中止や新型コロナウイルスの影

響による祭の中止や縮小開催により、観光客数が減少していましたが、2023 年は

6 年ぶりに 20 万人を超える観光客が訪れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来訪者数の推移 

 

  

資料：津島市 HP 

開催日程 ７月第４土曜日、日曜日 

開催場所 津島神社、天王川公園 
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(２) 尾張津島藤まつり 

かつて津島市は「藤浪の里」といわれた

ほどの藤の名所で、尾張津島藤まつりは、

その名残を伝えています。会場となる天王

川公園には、長さ 275m、面積約 5,034 ㎡の

藤棚があり、まつり期間中、夜間はライト

アップされています。 

会場では家族で楽しめるイベント、まち

なかでは津島の歴史の古さを物語る町家

等、様々なイベントが開催されています。 

来訪者数の推移を見ると、近年で最も多

い 2016 年は 351,300 人となっています。

その他の年についても、毎年約 20 万～30

万人の来訪者が訪れています。2020 年～

2022 年は新型コロナウイルスの影響によ

り、祭りが中止となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来訪者数の推移 

  

資料：津島市 HP 
開催日程 ４月下旬～５月上旬 

開催場所 天王川公園とその付近 
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(３) 尾張津島秋まつり 

尾張津島秋まつりは、18 世紀の始めご

ろに始まったと言われています。 

からくり人形をのせた絢爛豪華な山車

が七切、向島、今市場、神守の４地区から

計 16 台(うち２台は休止中)が賑やかに繰

り出されます。どの山車も 100 年以上の歴

史があり、大切な文化財となっています。 

来訪者数の推移を見ると、毎年約

40,000 人の観光客が訪れています。2020

年、2021 年は新型コロナウイルスの影響

により、祭りが中止となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観光客数の推移  

  

資料：津島市 HP 
開催日程 １０月第１土曜日、日曜日 

開催場所 津島神社、津島駅など 
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２．地域のまちづくり活動 

津島神社や対象区域周辺では、東海三県で寺密度ナンバー１(面積当たりの寺

数)の特性や茶の湯文化を活かしたまち歩きやお茶会や、マルシェや謎解きゲーム

など、様々なイベントが開催されています。 

 

■最近のイベント開催状況 

No イベント 運営等 実施年 

1 津島まち歩きツアー 主催：市、企画・運営：OSHI・津島おもてなしｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ H28～ 

2 謎解きゲーム 主催：市、共催：OSHI H30 ～

R1 

3 津島てら・まち御縁結び 主催：市 R30.7～ 

4 津島おもてなしコンシェルジ

ュ 

主催：市、企画運営：OSHI - 

5 津島おもてなしステーショ

ン 

登録数：100 箇所 H28～ 

6 津島でら寺巡り 主催：津島れんげの会（市民活動団体）  H27 ～

R2 

7 津島霊場巡り 霊場会、NPO 法人まちづくり津島（市民活動団体）  H29～ 

8 お月見灯路 霊場会、NPO 法人まちづくり津島（市民活動団体）  H30～ 

9 門前朝市 主催：津島神社門前朝市実行委員会  - 

10 津島こい♡こいマルシェ - - 

11 Lumier Festival 企画・制作・運営：あきまる（市民活動団体）  - 

12 OPEN DAY 240（ツシマ） - - 

13 大ジャンケン大会 主催：津島市商店街連合会、後援：津島商工会議所 - 

14 津島てら・まち御縁結び 主催：市 - 

15 津島体験プログラム 運営：一般社団法人 津島小商い創出支援機構 - 

16 お花見ツアー 主催：津島ガイドボランティア - 

17 津島野点大茶会 主催：津島ガイドボランティア - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■No.3 津島てら・まち御縁結び       ■No.16 津島体験プログラム 
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別添資料７ 周辺の道路交通量 

(１) 道路網 

津島駅周辺の道路網としては、天王通りは、津島駅と津島神社をつなぐ道路で、

津島市の玄関口となるシンボル道路として、また、津島神社の参道として機能し

ています。検討対象区域の前面道路は（主）名古屋津島線となっていますが、現

道は都市計画道路として計画決定されている線形と異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（主）名古屋津島線  

天王通線 
津島神社  

津島駅 

■天王通線周辺の道路網図 
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(２) 実態調査による交通量  

交通量は、令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託において、平日・

休日の各１日に交通量調査を実施しており、その結果を整理します。 

調査の概要は下表のとおりであり、7 時～19 時の 12 時間調査が行われていま

した。 

 

調査種別 調査日時 

平日 令和 3 年 2 月 25 日（木）7:00～19:00 

休日 令和 3 年 2 月 28 日（日）7:00～19:00 

 

令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託では、下記の通り、11 の地

点で調査が行われていましたが、ここでは、津島神社に関連のある「地点７：天

王通１交差点」と「地点８：無信号交差点その１」を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■天王通線周辺の道路網図 

資料：令和２年度津島市都市計画道路見直し検討業務委託の成果を一部編集 

  

検討対
象区域 

次ページに整理する 
対象交差点 
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平日、休日別の交通量調査結果は下図の通りとなっています。 

平日の天王通１の西側の津島神社側の交通量としては、断面で 2075 台/12 時間

となっています。名古屋津島線については、無信号交差点の西側では 5,470 台/12

時間、東側では 4,109 台/12 時間となっています。 

休日の天王通１の交差点交通量は平日と比較し 80～85％程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■12 時間交通量（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■12 時間交通量（休日）  

平 日 

休 日 

※休日は無信号交差点の
調査データはなし 
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(３) 道路交通センサスによる交通量  

津島神社前の名古屋津島線道路（古川町一丁目）の道路交通センサスにおける

交通量を整理します。 

下図は、平日昼間 12 時間交通量の経年的な変化で、平成 11 年度がピークで

15,492 台となっていますが、その後は減少傾向となっており、平成 27 年度時点

では 10,604 台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■名古屋津島線の昼間 12 時間交通量 

資料：道路交通センサス 

 

平成 27 年度の道路交通センサスにおける時間帯別交通量は下記の通りとなっ

ており、いずれの時間帯も、800～1,000 台の交通量がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■時間帯別交通量 

資料：平成 27 年度道路交通センサス 

 

10,604

12,655

14,302
15,492

13,793

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

平成27年度平成22年度平成17年度平成11年度平成９年度

（台）

739

896
794 830

1012
949 946

835

992

842 854
915

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

（人）
小型車 大型車

14



津
島
駅
周
辺
ま
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目
次

１
．
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に
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１
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ま
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づ
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構
想
の
背
景
と
目
的

（
２
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
対
象
範
囲

（
３
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
背
景
と
目
的
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４
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島
市
都
市
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ー
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の
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．
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の
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立
ち

３
．
対
象
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１
）
人
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（
２
）
天
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通
り
の
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通
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（
３
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暮
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し
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と
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て
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４
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５
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組
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戦
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組
み
（
実
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ス
テ
ッ
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ス
テ
ッ
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狙
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テ
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施
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１
．
は
じ
め
に

（
１
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
背
景
と
目
的


津
島
市
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
津
島
駅
周
辺
を
中
心

拠
点
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
、
本
市
で
最
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
名
鉄
津
島
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
と
生
活
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
持
続

可
能
な
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
重
要
な
取
組
み
で
す
。


対
象
エ
リ
ア
に
は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約

1
0
0
万
人
が
訪
れ
る
津
島
神

社
な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
民
や
地
域
の
人
々
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
貴
重

な
地
域
資
源
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
都
市
環

境
が
整
い
、
地
域
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
市
全
体
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
上
で
も
重
要
で
す
。


こ
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
効
果
的
な
取
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
・
地
元
事
業

者
・
交
通
事
業
者
・
関
係
団
体
・
行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
戦
略
的

な
視
点
を
持
っ
て
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。


本
構
想
は
、
津
島
駅
周
辺
の
特
に
西
側
地
域
を
対
象
と
し
て
、
多
様
な

関
係
者
の
連
携
と
創
意
工
夫
の
下
に
、
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
や
、
実
現
に
向
け
た
考
え

方
、
重
点
的
な
取
組
み
を
、
共
通
理
解
を
図
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。


本
構
想
の
範
囲
は
、
津
島
駅
と
津
島
神
社
を
結
ぶ
天
王
通
り
周
辺
の
市

街
地
と
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
本
町
筋
や
天
王
川
公
園
を
含
む
エ

リ
ア
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
対
象
範
囲

（
２
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
対
象
範
囲

天
王
川

公
園

天
王
通
り

津
島

神
社

津
島 駅

1
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（
３
）
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
背
景
と
目
的


本
構
想
の
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
５
次
津
島
市
総
合
計
画
」
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
ほ
か
、
関
連
計
画
と
の
整
合
・
連
携
を
図
り
ま
す
。


こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
天
王
通
り
周
辺
ま
ち
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
、
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
を
含
め
た
市
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
施
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ま
ち
づ
く
り
構
想

緑
の
基
本
計
画

歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画

立
地
適
正
化

計
画

即
す
る

整
合
・
連
携

第
５
次
津
島
市
総
合
計
画

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
愛
知
県
）

天
王
通
り
周
辺
ま
ち
づ
く
り

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
H
2
9
、
H
3
0
）

津
島
市
市
民
意
識
調
査
（
R
1
.5
)

反
映

2
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○
に
ぎ
わ
い
・
活
力
軸

中
心
市
街
地
を
東
西
に
通
過
す
る
天
王
通
り
沿
道
を

歩
行
者
や
自
転
車
に
配
慮
し
た
道
路
空
間
の
再
整
備

を
行
い
、
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
歩
き
た
く

な
る
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
す
る
こ
と
で
、
商

業
や
飲
食
店
施
設
等
を
集
積
さ
せ
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
や
活
力
を
生
み
出
す
軸

○
都
市
拠
点

集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
、
本
市
の
玄
関

口
と
な
る
名
鉄
津
島
駅
周
辺
を
都
市
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
促
進
し
つ
つ
商
業
、
業

務
、
医
療
な
ど
の
都
市
機
能
の
集
約
を
図
り
、
活
力

あ
る
ま
ち
な
か
を
形
成
す
る
拠
点

○
歴
史
・
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
に
息
づ
く
津
島

固
有
の
歴
史
的
風
致
を
守
り
、
育
て
、
継
承
し
、
魅

力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
、
多
彩
な
対
流
や
ふ
れ

あ
い
を
生
み
出
す
ゾ
ー
ン

3

１
．
は
じ
め
に

（
４
）
津
島
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
の
対
象
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け


今
後
、
本
市
で
は
人
口
減
少
が
進
み
財
政
状
況
も
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
続
け
る
の
で
は
な
く
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
賢
く
活
用
し
な
が
ら
、
多
様
な
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。


都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
将
来
の
都
市
構
造
に
向
け
て
、
津
島
駅
周
辺
を
都
市
拠
点
に
位
置
付
け
多
く
の
人
が
交
流
す
る
「
本
市
の
正
⾯
玄

関
」
と
し
て
魅
力
的
な
市
街
地
形
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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4

２
．
津
島
市
中
心
部
の
成
り
立
ち

津
島
上
街
道

津
島

神
社

参
道

津
島
駅
(
1
8
9
8
)

天
王
通
り
(
1
9
3
0
)

●
湊
町
と
し
て
の
津
島

・
天
王
川
の
川
湊
。
中
世
よ
り
伊
勢
、
桑
名
と
往
来
す
る
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
た
。

・
「
津
島
五
ヶ
村
」
が
地
域
経
済
を
支
え
、
現
在
の
天
王
祭
の
車
楽

舟
（
だ
ん
じ
り
舟
）

を
出
す
５
町
会
へ
と
つ
な
が
る
。

・
湊
町
は
天
王
川
東
岸
、
対
岸
の
向
島
に
あ
る
天
王
社
（
津
島
神
社

）
と
は
橋
で
結
ば
れ
て
い
た
。

●
門
前
町
と
し
て
の
津
島

・
中
世
よ
り
、
京
都
・
祇
園
社
（
八
坂
神
社
）
以
東
で
最
も
由
緒
あ

る
神
社
の
ひ
と
つ
津
島
牛
頭
天
王
社
（
津
島
社
）
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
た
。

・
津
島
牛
頭
天
王
社
の
参
道
に
つ
な
が
る
津
島
上
街
道
は
、
お
蔭
参

り
の
風
習
が
盛
ん
に
な
り
栄
え
た
。

・
明
治
に
入
る
と
、
新
政
府
が
神
仏
分
離
令
を
出
し
、
津
島
牛
頭
天

王
社
は
津
島
神
社
へ
と
改
称
し
た
。

●
近
代
に
お
け
る
津
島

・
1
8
9
8
年
：
津
島
駅
～
弥
冨
駅
間
の
鉄
道
が
開
通

・
1
9
0
1
年
：
津
島
湊
閉
鎖

・
1
9
1
4
年
：
津
島
駅
～
枇
杷
島
橋
駅
間
の
鉄
道
が
開
通

・
1
9
3
0
年
：
天
王
通
り
整
備
、
商
店
街
と
し
て
栄
え
る

・
1
9
5
0
年
ご
ろ
：
綿
・
毛
織
産
業
の
絶
頂
期
を
迎
え
る

■
1
8
9
8
年
の
津
島
市
中
心
部

■
1
9
6
8
年
の
津
島
市
中
心
部


鎌
倉
時
代
以
降
、
湊
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
本
市
の
中
心
部
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
村
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
湊
町
そ
し
て
津
島
牛
頭
天
王
社
の
門

前
町
と
い
う

2
 つ

の
特
徴
を
持
つ
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。


明
治
期
に
入
り
、
津
島
駅
か
ら
の
鉄
道
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
初
期
に
天
王
通
線
が
整
備
さ
れ
て
、
商
店
街
と
し
て
栄
え
て
き
た
。


現
在
は
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
往
時
の
繁
栄
か
ら
遠
ざ
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
平
成

2
8
 年

に
「
尾
張
津
島
天
王
祭

の
車
楽
舟
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
独
自
の
歴
史
・
文
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

資
料
：
津
島
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

資
料
：
国
土
地
理
院

1
/2

5
,0

0
0
地
形
図
に
加
筆

■
津
島
市
中
心
部
の
成
り
立
ち
の
概
要
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時
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時
代

12
時
代

13
時
代

14
時
代

15
時
代

16
時
代

17
時
代

18
時
代

平
日
(3
06
人
）

休
日
（
33
2人

）

(人
)

（
１
）
人
口
の
動
向

5

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

（
２
）
天
王
通
り
の
人
通
り


対
象
エ
リ
ア
で
は
、
市
全
体
の
動
向
と
同
様
に
人
口
減
少
が
進
行
し
て

い
ま
す
。


特
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
年
少
世
代
（

1
5
歳
未
満
）

と
生
産
年
齢
世
代
（

1
5
～

6
4
歳
）
の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

資
料
：
住
民
基
本
台
帳
（
各
年

4
月

1
日
現
在
）

■
人
口
の
推
移

■
年
齢
区
分
別
人
口
の
推
移


対
象
エ
リ
ア
の
東
西
軸
を
形
成
し
て
い
る
天
王
通
り
の
歩
行
者
数
は
、

平
日
・
休
日
と
も
ピ
ー
ク
時
間
帯
で

1
人

/分
未
満
で
あ
り
、
少
な
い
状

況
で
す
。


そ
う
し
た
中
で
も
、
平
日
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
と

1
1
時
ご
ろ
が
多

く
、
休
日
は

1
0
～

1
1
時
台
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
天
王
通
り
(本

町
筋
と
の
交
差
点
)の

東
西
方
向
の

1
2
時
間
歩
行
者
交
通
量
（
R
3
.2
）

資
料
：
津
島
市
資
料

今
後
の
ま
ち
を
担
う
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す

日
常
の
ま
ち
な
か
は
、
ひ
と
け
が
ま
ば
ら
で
す

5
5
0

5
1
1

4
5
2

3
,2
2
0

2
,9
1
7

2
,6
1
0

1
,3
1
9

1
,4
0
8

1
,5
0
9

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

3
,0
0
0

3
,5
0
0

4
,0
0
0

H
1
7

H
2
2

H
2
7

1
5
歳
未
満

1
5
～
6
4
歳

6
5
歳
以
上

(人
)

5
5
0

5
1
1

4
5
2

3
,2
2
0

2
,9
1
7

2
,6
1
0

1
,3
1
9

1
,4
0
8

1
,5
0
9

0

50
0

1,
0
00

1,
5
00

2,
0
00

2,
5
00

3,
0
00

3,
5
00

4,
0
00

H
1
7

H
2
2

H
2
7

1
5
歳
未
満

1
5
～
6
4
歳

6
5
歳
以
上

(人
)

資
料
：
国
勢
調
査
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（
３
）
暮
ら
し
の
場
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

6
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す


天
王
通
り
周
辺
に
は
、
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
日
用
品
等
を
扱
う
店
舗
が
立
地
し
、
市
内
で
も
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
地
域
で
す
。

天
王
通
り

①
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

■
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

津
島
神
社

津
島
駅
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津
島
駅

天
王
通
り

資
料
：
平
成

3
0
年
都
市
計
画
基
礎
調
査

天
王
川

公
園

今
市
場

公
園

津
島
駅

津
島
神
社 公
園
等
の
快
適
な
交
流
空
間
が
不
足
し
て
い
ま
す

地
域
の
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

■
土
地
利
用

（
３
）
暮
ら
し
の
場
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

7


天
王
通
り
周
辺
は
、
主
に
商
業
系
の
用
途
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
地
利
用
は
、
主
に
住
宅
用
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。


公
共
空
地
で
あ
る
公
園
は
、
天
王
通
り
沿
線
の
対
象
エ
リ
ア
内
で
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。


空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が
多
い
状
況
で
す
。


広
幅
員
の
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

②
周
辺
の
土
地
利
用

旧
市
街
地
：
3
1
.6
％

開
発
団
地
：
1
4
.2
％

新
興
市
街
地
：
2
0
.4
％

旧
市
街
地

新
興
市
街
地

神
守
地
区
集
落

開
発
団
地

既
存
集
落

神
守
地
区
集
落
：
1
4
.6
％

既
存
集
落
：
1
8
.5
％

資
料
：
津
島
市
空
家
対
策
計
画
（
案
）

※
空
家
候
補
建
築
物
：

市
内
の
水
栓
情
報
を
利
用
し
て
、
空
き
家
又

は
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物

■
市
内
の
空
家
候
補
建
築
物
の
分
布
状
況

空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が

多
い
状
況
で
す
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（
４
）
活
動
の
場
（
目
的
地
）
と
し
て
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

8

①
日
常
生
活
で
の
利
用
施
設

②
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
店
舗
の
出
店


津
島
駅
の
東
側
や
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
幹
線
道
路
沿
い
に
食
料
品
・
日

用
品
等
を
扱
う
大
規
模
な
商
業
店
舗
が
立
地
し
て
お
り
、
天
王
通
り
沿

道
は
、
地
元
以
外
の
市
民
の
日
常
生
活
で
は
利
用
機
会
が
少
な
い
状
況

で
す
。


空
き
店
舗
を
活
用
し
た
店
舗
が
出
店
し
て
お
り
、
こ
こ
に
し
か
な
い
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
日
常
の
買
い
物
で
の

来
訪
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

こ
こ
に
し
か
な
い
特
徴
的
な
店
舗
等
が
あ
り
ま
す

天
王
通
り

■
生
活
利
便
施
設
の
立
地
状
況

■
天
王
通
り
沿
道
の
空
き
店
舗
等
の

活
用
事
例

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

と
し
て
の
活
用
事
例
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３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状

9

③
多
様
な
地
域
資
源
の
立
地


対
象
エ
リ
ア
周
辺
に
は
、
地
域
や
市
民
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
、
県
内
で
も
有
数
の
集
客
力
の
あ
る
歴
史
・
文
化
的
資
源
が
残
っ
て
い
ま
す
。


こ
れ
ら
を
活
用
し
た
催
し
物
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

津
島
神
社

尾
張
津
島
藤
ま
つ
り

尾
張
津
島
天
王
祭

尾
張
津
島
秋
ま
つ
り

天
王
川
公
園

東
海
三
県
で
寺
密
度
N
O
.1

本
町
筋

津
島
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

重
要
文
化
財

堀
田
家
住
宅

歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
取
組
み

茶
の
湯
文
化

・
津
島
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

・
謎
解
き
ゲ
ー
ム

・
津
島
て
ら
・
ま
ち
御
縁
結
び

・
津
島
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
つ
し
ま
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
津
島
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
津
島
で
ら
寺
巡
り

・
津
島
霊
場
巡
り

・
お
月
見
灯
路

・
ル
ミ
エ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
津
島
こ
い
♡
こ
い
マ
ル
シ
ェ

市
民
に
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史
・
文
化
資
源
や
祭
事
・
催
し
物
が
あ
り
ま
す
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対
象
エ
リ
ア

建
築
⾯
積

天
王
通
り
沿
道
平
均

1
0
6
㎡

/棟

市
内
市
街
化
区
域
平
均

1
4
2
㎡

/棟

事
業
所
の
面
積
は
、
他
の
エ
リ
ア
と
比
較
し
て

手
狭
な
状
況
で
す

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
0

津
島
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で

多
く
の
人
が
就
業
し
て
い
ま
す

（
５
）
働
く
場
と
し
て
の
現
状

①
従
業
者
数


津
島
駅
東
側
に
お
い
て
、
商
業
店
舗
や
公
的
施
設
等
が
立
地
し
て

お
り
従
業
者
数
が
特
に
多
い
状
況
で
す
。


津
島
西
側
に
つ
い
て
も
、
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で
多
く
の
人
が
就
業

し
て
い
ま
す
。

③
事
業
所
の
大
き
さ


天
王
通
り
沿
線
の
事
業
所
の
規
模
は
、
市
内
の
市
街
地
内
と
比
較
し
て

小
さ
い
状
況
で
す
。

③
事
業
所
の
立
地
動
向


天
王
通
５
交
差
点
以
東
の
津
島
駅
直
近
の
街
区
に
は
、
事
業
所
の
新
規

立
地
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。


同
交
差
点
以
西
で
は
、
駐
車
場
用
地
だ
っ
た
場
所
に
事
務
所
が
立
地
す

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

■
低
未
利
用
地
（
駐
車
場
）
を
活
用
し
た
事
務
所
の
立
地

天
王
通
り

■
従
業
者
数
の
分
布
状
況
（
5
0
0
メ
ッ
シ
ュ
）

資
料
：
平
成

2
6
年
経
済
セ
ン
サ
ス

津
島
駅

■
業
務
施
設
の
建
築
面
積
の
比
較

資
料
：
平
成

2
9
年
度
都
市
計
画
基
礎
調
査

事
業
所
の
新
規
立
地
が
少
な
い
状
況
で
す
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（
６
）
歩
行
空
間
の
現
状

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
1

②
津
島
駅
前
広
場


天
王
通
り
の
歩
道
幅
員
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。


徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
す
る
人
は
ま
ば
ら
な
状
況
で
、
エ
リ
ア
に
関
係

の
な
い
自
動
車
の
通
過
交
通
が
多
く
、
自
動
車
の
交
通
処
理
が
中
心
と

な
っ
た
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。


津
島
駅
駅
前
広
場
は
、
自
転
車
や
徒
歩
で
の
利
用
が
多
い
中
で
、
安

全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
配
置
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。


環
境
空
間
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

4
4
2

4
2
3

3
,2
4
7

4
3
4

2
6
9

2
,7
8
8

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

歩
行
者

自
転
車

自
動
車

木
曜
日

日
曜
日

4
4
2

4
2
3

3
,2
4
7

4
3
4

2
6
9

2
,7
8
8

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

歩
行
者

自
転
車

自
動
車

木
曜
日

日
曜
日

■
天
王
通
５
交
差
点
の
東
西
方
向
の
1
2
ｈ
交
通
量
（
R
3
.2
）

■
天
王
通
り
の
断
面
構
成
(歩

道
有
区
間
)

車
道
空
間
が
中
心
の
駅
前
広
場

駐
輪
場
へ
の
通
路
と
各
種
乗
り
場
が

交
錯
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー

①
天
王
通
り

安
全
・
快
適
な
歩
行
空
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
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天
王
通
り
や
本
町
筋
の

公
共
交
通
の
利
便
性
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
７
）
周
辺
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
環
境

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
2

③
駐
車
場
の
整
備
状
況


天
王
通
り
周
辺
で
は
、
津
島
駅

や
津
島
神
社
南
に
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
１
日
当
た
り

５
便
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。


天
王
通
り
や
本
町
筋
に
は
、
公

共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。


津
島
神
社
や
駅
付
近
に
お
い
て
、
一
般
の
人
が
利
用
可
能
な
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
天
王
通
り
と
本
町
筋
が
交
差
す
る
エ

リ
ア
付
近
に
は
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

■
津
島
市
巡
回
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
ル
ー
ト

②
津
島
市
巡
回
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

■
対
象
エ
リ
ア
周
辺
の
駐
車
場
の
分
布
状
況

①
広
域
的
な
公
共
交
通
の
利
便
性


名
鉄
津
島
駅
は
、
名
鉄
名
古
屋
駅
か
ら
の
特
急
駅
が
停
車
す
る
な
ど
、

都
市
間
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
島
駅

一
宮
駅

名
古
屋
駅

名
鉄
津
島
線

特
急
で
2
2
分

名
鉄
尾
西
線

3
0
分

鉄
道
で
の
都
市
間
移
動
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

本
町
筋
付
近
に
来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
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（
８
）
市
民
ニ
ー
ズ

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
3


現
在
の
不
満
と
し
て
、
「
遊
び
場
が
少
な
い
」

「
公
共
交
通
機
関
と
の
つ
な
が
り
」
「
買
い
物

が
不
便
」
が
多
い
結
論
と
な
り
ま
し
た
。


今
後
は
、
「
に
ぎ
わ
い
」
「
良
い
景
観
」
「
高

い
安
全
性
」
の
順
で
高
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
天
王
通
り
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

飲
食
店
や
商
業
施
設
、
交
流
施
設
の
立
地
や
地
域
の
景
観
・
安
全
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

【
平
成
3
0
年
1
0
月

沿
道
の
住
民
等
（
配
布
：
3
6
1
票
、
回
収
1
2
9
票
）
】

②
津
島
市
市
民
意
識
調
査

【
令
和
元
年
５
月

1
8
歳
以
上
の
市
民
（
配
布
：
2
,0
0
0
票
、
有
効
回
答
9
4
5
票
）
】

■
天
王
通
り
の
不
満

■
期
待
す
る
天
王
通
り
の
将
来
の
姿

■
名
鉄
津
島
駅
周
辺
に
立
地
し
て
欲
し
い
機
能


「
飲
食
店
」
が

5
4
.1
％
と
回
答
比
率
が
最
も
高
く
、
「
商
業
施
設
」

が
3
0
.3
％
、
交
流
関
連
が

2
1
.8
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
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（
９
）
対
象
エ
リ
ア
の
課
題

３
．
対
象
エ
リ
ア
の
現
状 1
4

○
日
常
生
活
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

△
今
後
の
ま
ち
を
担
う
世
代
が
減
少
し
て
い
ま
す

△
日
常
の
ま
ち
な
か
は
、
ひ
と
け
が
ま
ば
ら
で
す

△
公
園
等
の
快
適
な
交
流
空
間
が
不
足
し
て
い
ま
す

△
地
域
の
防
災
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
空
き
家
や
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
建
物
が
多
い
状
況
で
す

ハ
ー
ド
整
備
を
含
め
た
居
住
環
境
・
就
業
環
境
・
交
通
環
境
の
改
善
と

日
常
的
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
地
域
資
源
の
活
用
や
新
た
な
目
的
地
の
創
出
に
よ
り
、

住
む
人
や
ま
ち
を
行
き
か
う
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

○
飲
食
店
や
商
業
施
設
、
交
流
施
設
の
立
地
や
地
域
の
景
観
・

安
全
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

天
王
通
り
周
辺
の
現
在
の
姿

暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
現
状

交
流
の
場
（
目
的
地
）

と
し
て
の
現
状

○
こ
こ
に
し
か
な
い
特
徴
的
な
店
舗
等
が
あ
り
ま
す

○
市
民
に
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史
・
文
化
資
源
や
祭
事

・
催
事
が
あ
り
ま
す

△
地
元
以
外
の
市
民
の
日
常
の
買
い
物
で
の
来
訪
が
少
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す

交
通
環
境

○
鉄
道
で
の
都
市
間
移
動
の
利
便
性
は
高
い
状
況
で
す

△
安
全
・
快
適
な
歩
行
空
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
天
王
通
り
や
本
町
筋
へ
の
公
共
交
通
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

△
本
町
筋
付
近
に
来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

市
民
ニ
ー
ズ

○
に
ぎ
わ
い
・
活
力
軸

○
都
市
拠
点

○
歴
史
・
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

課
題

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都
市
構
造


上
位
計
画
の
位
置
づ
け
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
対
象
エ
リ
ア
の
現
状
に
対
し
、
以
下
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
津
島
駅
に
近
い
エ
リ
ア
で
多
く
の
人
が
就
業
し
て
い
ま
す

△
事
業
所
の
新
規
立
地
が
少
な
い
状
況
で
す

△
事
業
所
の
面
積
は
、
他
の
エ
リ
ア
と
比
較
し
て
手
狭
な
状
況
で
す

働
く
場

と
し
て
の
現
状
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（
１
）
将
来
像

1
5

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

住
む
人
に
加
え
、
働
く
人
、
遊
ぶ
人
な
ど

時
間
を
過
ご
す
人
が
絶
え
る
こ
と
な
く
持
続
的
に
存
在
す
る
ま
ち

（
２
）
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し

津
島
の
歴
史
あ
る
街
に
寄
り
そ
い
、
休
日
も
楽
し
め
る
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
へ


ま
ち
な
か
に
係
る
様
々
な
主
体
が
同
じ
方
向
性
で
効
果
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
将
来
像
を
設
定
し
ま
す
。


高
い
生
活
利
便
性
や
多
様
な
地
域
資
源
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
風
景
の
あ
る
ま
ち
な
か
を
目
指
し
ま
す
。


ま
ち
な
か
に
係
る
様
々
な
主
体
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
浸
透
す
る
よ
う
、
本
構
想
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
以
下
の
通
り
設

定
し
ま
す
。
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1
6

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
３
）
将
来
の
ま
ち
な
か
の
風
景


若
い
世
代
や
親
子
連
れ
が
、
楽
し
く
買
い
物
を
し

な
が
ら
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
。


買
い
物
つ
い
で
に
友
達
同
士
で
外
で
お
し
ゃ
べ
り
。

こ
の
後
は
カ
フ
ェ
へ
。


子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
空
間
が
あ
り
、
子
供
や
親
な

ど
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。


色
々
な
世
代
が
ま
ち
な
か
で
オ
ー
プ
ン
に
語
ら
っ

て
い
る
。


ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
増
え
、
日
中
も
活
気
が
あ
る
。


来
訪
者
も
住
民
も
歴
史
を
体
感
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
散
策
。


身
近
な
場
所
で
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
楽

し
く
暮
ら
せ
る
。


広
く
て
快
適
な
歩
行
空
間
を
歩
い
て
通
勤
。


通
り
沿
い
に
お
し
ゃ
れ
な
店
舗
の
出
店
が
進
み
、
気
に

な
る
店
へ
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
買
い
物
や
ラ
ン
チ
。
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1
7

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
４
）
活
か
す
べ
き
地
域
の
特
色
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）


津
島
駅
周
辺
は
そ
の
生
い
立
ち
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
違
う
３
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
エ
リ
ア
を

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

神
社
公
園
エ
リ
ア

津
島
神
社
と
そ
の
参
道
門
前
町
、
天
王
川
公
園
か
ら
な
る
エ
リ
ア

西
暦

5
4
0
年
創
建
、
分
霊
社
が
全
国
に
約

3
,0

0
0
社
に
及
ぶ
津
島

神
社
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
旧
河
川
敷
で
あ
る
天
王
川
公
園
は
水

辺
と
緑
豊
か
な
空
間
が
広
が
る
。
か
つ
て
は
伊
勢
と
尾
張
を
結
ぶ

湊
町
と
し
て
栄
え
、
尾
張
の
西
玄
関
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

津
島
神
社
及
び
天
王
川
公
園
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
天
王

祭
り
の
他
、
藤
祭
り
や
秋
祭
り
で
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

歴
ま
ち
エ
リ
ア

湊
町
の
経
済
を
支
え
た
｢津

島
五
ヶ
村
」
が
連
な
る
本
町
筋
と

寺
町
か
ら
な
る
エ
リ
ア

天
王
通
り
が
背
骨
に
位
置
し
、
津
島
神
社
門
前
町
、
湊
町
（
津

島
五
ヶ
村
）
な
ど
の
要
素
が
重
層
し
、
さ
ら
に
社
寺
院
が
多
く
点

在
す
る
歴
史
と
文
化
（
祭
り
、
茶
の
湯
、
町
並
み
等
）
が
今
に
継

承
さ
れ
て
い
る
ま
ち
。

津
島
五
ヶ
村
が
か
つ
て
連
な
っ
た
本
町
筋
を
中
心
に
歴
史
的
な

風
致
を
示
す
ま
ち
な
み
景
観
が
残
る
。

駅
周
辺
エ
リ
ア

近
代
以
降
、
津
島
駅
と
天
王
通
り
を
中
心
に
商
店
街
が
栄
え
た

エ
リ
ア

津
島
駅
の
開
設
に
合
わ
せ
整
備
さ
れ
た
天
王
通
り
を
中
心
に
商

店
街
や
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

戦
後
は
繊
維
工
場
等
の
跡
地
に
商
業
施
設
等
が
立
地
し
、
車
社

会
に
対
応
し
た
土
地
利
用
が
進
む
。

津
島
駅
は
公
共
交
通
の
結
節
点

津
島
駅

天
王
通
り

駅
周
辺
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

津
島
神
社

天
王
川
公
園

本
町
筋

神
社
公
園
エ
リ
ア

各
エ
リ
ア
の
広
が
り

「
天
王
通
り
」
：
３
つ
の
エ
リ
ア
を
結
ぶ
東
西
軸

近
代
に
お
け
る
鉄
道
開
通
と
繊
維
産
業
に
よ
り
津
島
の
中
心
と
な
る

商
店
街
と
し
て
栄
え
た
市
街
地
軸
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1
8

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
５
）
ま
ち
な
か
の
骨
格
構
造
（
拠
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）


各
ゾ
ー
ン
の
特
色
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
各
ゾ
ー
ン
で
核
を
配
置
し
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る
骨
格
構
造

を
形
成
し
ま
す
。


各
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
、
津
島
市
の
ま
ち
な
か
に
以
下
の
生
活
や
活
動
を
創
出
し
ま
す
。

【
歴
ま
ち
エ
リ
ア
の
拠
点
】

天
王
通
り
と
本
町
筋
が
交
わ
る
箇
所
に
高
校
生
等
が
集
ま
る
場
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通

り
に
若
い
世
代
が
集
ま
る
日
常
・
風
景
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
り
、

時
間
を
過
ご
す
中
で
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
、
ま
ち
が
良
く
な
っ
て
い
く
過
程
に
触
れ
、

愛
着
が
高
ま
り
、
多
く
の
人
が
何
度
も
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
。

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
拠
点
】

修
景
さ
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
都
市
空

間
や
駅
前
広
場
が
あ
り
、
毎
日
快
適

に
通
勤
・
通
学
で
き
る
。

【
歴
ま
ち
エ
リ
ア
】

津
島
市
の
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
の
中
で
、
生
活
が
で
き
る
。

天
王
通
り
や
本
町
筋
の
古
民
家
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。

少
し
離
れ
た
商
業
施
設
で
買
い
物
し
た
人
も
ま
ち
な
か
に
立
ち
寄
り
、
余
暇
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
】

（
暮
ら
し
の
場
）

徒
歩
圏
に
駅
、
ス
ー
パ
ー
、
保
育
・

教
育
、
福
祉
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設

が
あ
る
利
便
性
と
、
快
適
な
都
市
空

間
が
整
っ
た
ま
ち
で
生
活
で
き
、
若

い
世
代
の
転
入
が
進
み
、
居
住
地
と

し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
働
く
場
）

名
古
屋
都
心
に
気
軽
に
出
か
け
ら
れ

る
便
利
さ
が
あ
り
、
歴
史
・
文
化
・

自
然
に
触
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
場
が
近
く
に
あ
る
ま
ち
な
か
で
、

オ
フ
ィ
ス
立
地
が
進
み
、
平
日
の
昼

間
に
ま
ち
な
か
を
行
き
来
す
る
働
く

人
が
増
え
て
い
る
。

【
神
社
公
園
エ
リ
ア
】

津
島
市
の
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ

る
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
の
中
で
、

生
活
が
で
き
る
。

少
し
離
れ
た
商
業
施
設
で
買
い
物
し

た
人
も
ま
ち
な
か
に
立
ち
寄
り
、
余

暇
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

【
天
王
通
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

歩
行
者
メ
イ
ン
の
道
路
空
間
で
は
、

若
い
世
代
か
ら
子
育
て
世
代
、
高
齢

者
、
働
く
人
な
ど
、
多
く
の
人
が
談

笑
し
な
が
ら
行
き
交
い
、
沿
道
の
店

舗
も
賑
わ
っ
て
い
る
風
景
が
日
常
に

あ
る
。

質
の
高
い
景
色
が
あ
り
、
ま
ち
な
か

で
暮
ら
す
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

【
神
社
公
園
エ
リ
ア
の
拠
点
】

現
状
で
集
客
力
の
高
い
津
島
神
社
・

天
王
川
公
園
の
魅
力
が
高
ま
り
、
さ

ら
に
多
く
の
人
が
出
か
け
る
。

天
王
通
り
や
路
地
を
歩
い
て
、
本
町

筋
へ
足
を
伸
ば
す
人
も
増
え
、
滞
在

時
間
が
増
え
て
い
る
。

ま
ち
な
か
を
常
に
人
が
行
き
来
し
、

沿
道
店
舗
で
の
消
費
も
増
え
て
い
く
。

ま
ち
な
か
の
骨
格
構
造
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1
9

４
．
地
域
の
目
指
す
姿

（
６
）
地
域
づ
く
り
の
方
針


ま
ち
な
か
の
将
来
像
を
踏
ま
え
、
以
下
の
方
針
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
前
エ
リ
ア

津
島
駅

天
王
通
り

津
島
神
社

天
王
川
公
園

名
鉄
津
島
線

名
鉄
尾
西
線

津
島
下
街
道

津
島
上
街
道

旧
天
王
川

本
町
筋

寺
町

【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
働
く
エ
リ
ア
】

【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
訪
れ
る
、
楽
し
む
エ
リ
ア
】

「
つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し
」
の
エ
リ
ア
範
囲

【
神
社
公
園
・
歴
ま
ち
エ
リ
ア
】

●
市
民
生
活

【
駅
周
辺
エ
リ
ア
】

●
市
民
生
活

「
駅
ち
か
・
駅
そ
ば
」
を
活
か
し
「
人
」
を
対
象
に
、
【
街
な

か
で
暮
ら
し
・
働
く
エ
リ
ア
】
に
向
け
、
高
度
利
用
を
含
め
都

市
機
能
の
集
積
を
図
り
津
島
駅
前
を
都
市
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
「
場
」
を
創
る
。

人
：
住
む
・
暮
ら
す
人
、
働
く
人
、
訪
れ
る
人

場
：
暮
ら
し
の
場
、
職
場
、
活
動
の
場

●
観
光
交
流

津
島
市
及
び
海
部
地
域
の
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、
観
光
交

通
・
情
報
案
内
・
飲
食
等
商
業
・
宿
泊
等
の
機
能
集
積
を
促
す
。

【
天
王
通
り
】

●
市
民
生
活

歩
行
者
優
先
と
し
安
心
・
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
居
心
地
の
良
い
街
路
空
間
の
形
成
に
よ
り
日
常
の
買
い

物
、
交
流
等
の
市
民
活
動
を
促
進

●
観
光
交
流

３
つ
の
エ
リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
つ
な
ぐ
と
と
も
に
来
訪
者
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
歩
行
空
間
を
形
成
す
る

。
沿
道
に
開
か
れ
た
店
舗
や
交
流
拠
点
を
連

続
さ
せ
る
こ
と
で
来
訪
者
が
歩
い
て
楽
し
い
沿
道
と
す
る
。

都
市
の
生
活
を
送
る
「
人
」を

対
象
に
、
当
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
核
と
し
て
【
街
な
か
で
暮
ら
し
・
訪
れ
る
、
楽
し
む
エ

リ
ア
】
に
向
け
、
日
常
的
な
心
の
拠
り
所
、
憩
い
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
地
域
住
民
の
交
流
等
の
「
場
」を

創
る
。

人
：
住
む
・
暮
ら
す
人
、
訪
れ
る
人
、
遊
ぶ
人

場
：
暮
ら
し
の
場
、
話
題
の
場
、
交
流
の
場
等

●
観
光
交
流

観
光
機
能
（
飲
食
、
土
産
、
駐
車
場
、
案
内
、
展
示
・
体

験
施
設
等
）
の
充
実
を
図
り
、
来
訪
者
の
滞
在
時
間
の
延
長

を
図
る
。

●
観
光
交
流

空
き
店

舗
等

を
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
や

店
舗

等
に

活
用

し
、

ま
ち
の
観
光
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た

、
社

寺
院

を
巡
る

「
小

路
」

の
散
策
路

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
、
神
社
公
園
エ
リ
ア
と
の
回
遊
性

を
高
め
る
。

駅
周
辺
エ
リ
ア
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（
１
）
戦
略
的
な
取
組
み
（
実
施
ス
テ
ッ
プ
）

2
0

５
．
重
点
的
な
取
組
み


対
象
エ
リ
ア
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
の
継
承
・
活
用
を
行
い
な
が
ら
、
各
エ
リ
ア
の
核
を
形
成
し
て
「
人
に
使
わ
れ
る
公
共
空
間
」
を
創
り
、
そ
の

取
り
組
み
を
広
げ
る
な
か
で
、
ま
ち
づ
く
り
骨
格
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。


継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
市
が
投
資
主
体
と
な
り
、
今
す
ぐ
取
り
組
め
る
も
の
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
な
が
ら
、
段
階
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

既
存
の
も
の
を
活
用
し
な
が
ら

各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を

強
化
し
ま
す
。

歴
史
核

（
津
島
神
社
）

都
市
核

（
名
鉄
津
島
駅
）

自
然
核

（
天
王
川
公
園
）

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

交
流
・
生
活
核

天
王
通
り
の
再
整
備

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

公
共
主
導 民

間
主
導

点

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、

ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間

を
創
出
し
ま
す
。

線

関
係
主
体
の
総
動
員
で
、

核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ

魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

面

■
実
施
ス
テ
ッ
プ
の
概
要

役
割
分
担
の
概
要

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

都
市
空
間
の
高
質
化
（
景
観
保
全
等
）

沿
道
活
用
、
公
共
空
間
活
用
の
促
進

天
王
通
り
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2
1

ま
ち
な
か
に
来
て
、
滞
在
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

ま
ち
な
か
の
良
さ
・
可
能
性
を
再
発
見
し
て
も
ら
う

ま
ち
な
か
に
日
常
的
に
人
が
集
ま
る
風
景
を
創
出
す
る

ま
ち
な
か
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

住
民
や
ま
ち
な
か
で
働
く
人
が
、
身
近
に
楽
し
め
る
場
所
を
つ
く
る

歴
史
核

（
津
島
神
社
）

都
市
核

（
名
鉄
津
島
駅
）

自
然
核

（
天
王
川
公
園
）

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

交
流
・
生
活
核

ス
テ
ッ
プ
１
：
点

既
存
の
も
の
を
活
用
し
な
が
ら

各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を
強
化
し
ま
す
。

店
舗
出
店
等
の
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
と
な
る


ス
テ
ッ
プ

1
で
は
、
人
が
集
ま
る
風
景
を
創
出
し
、
ま
ち
な
か
が
賑
わ
っ
て
い
く
可
能
性
を
見
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
の
ま
ち
な
か
に
対
す
る
関

心
を
高
め
店
舗
の
出
店
等
の
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
を
創
り
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み

（
２
）
各
ス
テ
ッ
プ
の
狙
い
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拠
点
内
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か
を
歩
い
て
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
空
間
を
つ
く
る

ま
ち
な
か
全
体
を
暮
ら
し
の
場
・
交
流
の
場
・
働
く
場
と
し
て
魅
力
を
高
め
る

2
2

沿
道
の
住
民
や
事
業
者
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
の
醸
成

天
王
通
り
の
再
整
備

神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

天
王
通
り

よ
り
多
く
の
人
が
ま
ち
な
か
を
行
き
来
す
る
、

津
島
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
明
る
い
風
景
を
創
出
す
る

店
舗
や
事
業
所
、
住
宅
等
の
更
な
る
民
間
投
資
を
呼
び
込
む

ス
テ
ッ
プ
２
：
線

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、

ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し
ま
す
。


ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
拠
点
施
設
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
な
か
全
体
を
連
続
的
に
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
民
間
投
資
を
呼
び
込

む
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
狙
い
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み
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神
社
公
園
エ
リ
ア

歴
ま
ち
エ
リ
ア

駅
周
辺
エ
リ
ア

都
市
空
間
の
高
質
化
（
景
観
保
全
等
）

沿
道
活
用
、
公
共
空
間
活
用
の
促
進

天
王
通
り

2
3

ス
テ
ッ
プ
３
：
面

関
係
主
体
の
総
動
員
で
、

核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ

魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

道
路
と
沿
道
の
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
、
魅
力
的
な
ま
ち
な
み
が
形
成
さ
れ
る

ま
ち
へ
の
関
心
・
愛
着
が
育
ま
れ
る

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
主
体
間
・
世
代
間
の
交
流
が
育
ま
れ
る

官
民
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
継
続
的
に
行
わ
れ
、
ま
ち
な
か
の
価
値
が
将
来
に
わ
た
り
維
持
・
向
上
さ
れ
る

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
人
が
行
き
来
す
る
風
景
が
あ
る

様
々
な
交
流
・
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
続
け
る


ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
道
路
と
沿
道
の
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
景
観
形
成
や
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
人
が
い
る
風
景
の
創
出
に
よ
り
、
ま
ち
へ
の
関
心
・
愛
着

が
育
ま
れ
、
主
体
間
・
世
代
間
の
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
官
民
の
連
携
に
よ
る
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ま
ち
の
価
値
が
将
来
に
わ
た
り
維

持
・
向
上
さ
れ
る
こ
と
や
、
様
々
な
交
流
・
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
狙
い
ま
す
。

５
．
重
点
的
な
取
組
み
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(都
)橋

詰
見
越
線
の
整
備

各
拠
点
施
設
へ
の
安
全
な
ア
ク
セ
ス
経
路
の
確
保

2
4

５
．
重
点
的
な
取
組
み

（
３
）
各
ス
テ
ッ
プ
の
重
点
施
策

既
存
も
の
を
活
用
し
な
が
ら
各
エ
リ
ア
の
「
核
と
な
る
魅
力
」
を
強
化
し
ま
す
。

天
王
川
公
園
へ
の
P
a
rk
-P
F
I活

用
等
に
よ
る

多
目
的
利
用
の
促
進

公
園
全
体
の
魅
力
向
上
及
び
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
の
向
上

ス
テ
ッ
プ
１
：
点

堀
田
家
住
宅
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
整
備

西
の
玄
関
口
と
な
る
拠
点
整
備

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充

（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
機
能
整
備
）

地
元
、
市
民
の
日
常
の
集
い
の
場
と
し
て
の
機
能
拡
充

ま
ち
な
か
の
憩
い
の
場
の
創
出

地
元
、
市
民
の
日
常
の
集
い
の
場
の
整
備
・
機
能
拡
充

P
a
rk
-P
F
I活

用
等
に
よ
る

多
目
的
利
用
の
促
進

堀
田
家
住
宅
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
整
備

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充

（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
機
能
整
備
）

(都
)橋

詰
見
越
線
の
整
備

駅
前
広
場
の
再
整
備

津
島
神
社

天
王
通
り

天
王
川

公
園

施
策
１
-１

施
策
１
-２

施
策
１
-３

施
策
１
-４

施
策
１
-５

施
策
１
-１

施
策
１
-２

施
策
１
-３

施
策
１
-５

施
策
１
-６

駅
前
広
場
の
再
整
備

交
通
空
間
の
利
便
性
向
上
と
環
境
空
間
の
高
質
化

施
策
１
-６

施
策
１
-４

津
島
駅

ま
ち
な
か
の
憩
い
の
場
の
創
出
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津
島
駅

2
5

５
．
重
点
的
な
取
組
み

「
核
と
な
る
魅
力
」
を
つ
な
ぐ
天
王
通
り
に
、
ま
ち
あ
る
き
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
：
線

沿
道
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

交
流
空
間
の
創
出

周
辺
の
居
住
環
境
の
向
上
、
回
遊
性
の
向
上

天
王
通
り
の
再
整
備

道
路
空
間
の
再
配
分
に
よ
る

人
中
心
の
魅
力
的
な
空
間
の
創
出

ま
ち
な
か
周
辺
の
幹
線
道
路
網
の
整
備

（
(都
)名

古
屋
津
島
線
、
(都
)昭

和
南
本
町
線
）

天
王
通
り
を
経
由
し
な
く
て
も
円
滑
に
自
動
車
交
通
を

処
理
す
る
幹
線
道
路
網
の
形
成

津
島
神
社

天
王
通
り

通
過
交
通
の
抑
制
策
の
検
討
・
実
施

天
王
通
り
へ
の
通
過
交
通
の
抑
制

駅
前
空
間
で
の
居
住
や
都
市
機
能
強
化

駅
前
広
場
と
一
体
と
な
っ
た
利
便
性
の
高
い
場
所
で
の

居
住
地
及
び
都
市
機
能
の
確
保

通
過
交
通
の
抑
制
策

の
検
討
・
実
施

天
王
通
り
の
再
整
備

沿
道
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
交
流
空
間
の
創
出

(都
)名

古
屋
津
島
線
の
整
備

(都
)昭

和
南
本
町
線
の
整
備

駅
前
空
間
で
の
居
住
や
都
市

機
能
強
化

天
王
川

公
園

施
策
２
-１

施
策
２
-２

施
策
２
-４

施
策
２
-５

施
策
２
-６

施
策
２
-１

施
策
２
-２

施
策
２
-４

施
策
２
-４

施
策
２
-５

施
策
２
-６

※
ス
テ
ッ
プ
１
の
継
続
実
施

沿
道
の
高
度
利
用
化
と

環
境
空
地
の
確
保
促
進

施
策
２
-３

沿
道
の
高
度
利
用
と
環
境
空
地
の
確
保
促
進

（
駅
周
辺
エ
リ
ア
）

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
昼
夜
間
人
口
の
増
加
と

ゆ
と
り
あ
る
街
歩
き
空
間
の
確
保

施
策
２
-３
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関
係
主
体
の
総
動
員
で
、
核
の
魅
力
を
エ
リ
ア
全
体
に
波
及
さ
せ
魅
力
あ
る
沿
道
や
風
景
を
創
出
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
：
面

５
．
重
点
的
な
取
組
み 2
6

津
島
駅

防
災
性
を
高
め
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
活
用
促
進

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
と
地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
資
源
や
公
共
空
地
等
を
活
用
し
た

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
拡
大

来
訪
機
会
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
機
会
の
創
出

津
島
神
社

天
王
通
り

地
元
が
主
体
と
な
っ
た

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
町
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
実
施

ス
マ
ー
ト
技
術
等
を
活
用
し
た

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

回
遊
性
向
上
・
ま
ち
な
か
で
の
滞
在
時
間
の
延
伸

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
沿
道
空
間
の

高
質
化

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
沿
道
空
間
の
高
質
化

市
民
や
来
訪
者
が

快
適
に
愛
着
を
持
っ
て
過
ご
す
空
間
形
成

天
王
川

公
園

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
活
用
促
進

防
災
性
を
高
め
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

ス
マ
ー
ト
技
術
等
を
活
用
し
た

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

地
元
が
主
体
と
な
っ
た

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

地
域
資
源
や
公
共
空
地
等
を
活
用
し
た

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
拡
大

施
策
３
-１

施
策
３
-２

施
策
３
-３

施
策
３
-４

施
策
３
-５

施
策
３
-６

施
策
３
-１

施
策
３
-２

施
策
３
-３

本
町
筋

施
策
３
-４

施
策
３
-５

施
策
３
-６
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2
7

６
．
継
続
的
な
構
想
の
推
進
に
向
け
て


「
つ
し
ま
ち
ぐ
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
、
地
元
住
民
、
民
間
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
構
想
を
策
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
「
権
利
と
責
任
」
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

津
島
市
・
関
係
機
関

自
治
会
・
地
元
組
織

商
店
街
・
地
元
事
業
者

都
市
基
盤
の
改
築

制
度
・
し
く
み
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用

話
合
い
・
活
動
へ
の
参
加

魅
力
あ
る
目
的
地
づ
く
り

話
合
い
・
活
動
へ
の
参
加

仲
間
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

情
報
発
信

情
報
発
信

情
報
発
信

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
・
共
有


行
政
は
、
市
内
全
体
へ
の
波
及
を
見
据
え
て
、
道

路
や
駅
前
広
場
と
い
っ
た
都
市
基
盤
の
ハ
ー
ド
整

備
や
、
ま
ち
な
か
が
よ
り
よ
く
な
る
た
め
の
わ
か

り
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
実
現

へ
の
道
筋
を
つ
け
ま
す
。


地
元
の
方
に
は
、
日
常
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る

地
域
を
見
直
し
、
よ
り
安
全
安
心
で
快
適
に
過
ご

せ
る
環
境
と
す
る
取
組
み
を
考
え
て
実
施
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。


民
間
事
業
者
の
方
に
は
、
店
舗
で
の
事
業
を
地
域

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
魅
力
を
顕
在
化
し
、
エ

リ
ア
の
価
値
を
高
め
て
い
く
役
割
を
期
待
し
ま
す
。
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8


本
構
想
に
位
置
づ
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
べ
き
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、

多
く
の
施
策
が
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。


こ
の
た
め
、
市
が
主
体
と
な
り
市
民
と
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
「
え
が
く
」
と
と
も
に
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
、
市
や
事
業
者
が
主
体
と
な
り
ま
ち
を

「
つ
く
る
」
こ
と
、
地
元
の
方
や
民
間
事
業
者
等
の
方
が
主
体
と
な
り
ま
ち
の
空
間
を
「
つ
か
う
」
こ
と
を
相
互
に
関
連
付
け
な
が
ら
施
策
を
推
進

し
、
将
来
像
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
計
画
の
進
め
方
イ
メ
ー
ジ

資
料
：
駅
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
検
討
会

駅
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
の
手
引
き
（
令
和
３
年
９
月
）
を
編
集

○
え
が
い
た
将
来
の
ま
ち
の
姿
に
沿
っ
て
地
元
の

方
等
の
方
が
ま
ち
の
空
間
を
つ
か
っ
て
み
る

○
ま
ち
の
空
間
を
使
っ
て
み
て
感
じ
た
課
題
を
ま

ち
の
将
来
像
に
反
映
す
る

○
市
民
等
が
ま
ち
の
空
間
を
つ
か
っ
て
み
て
感
じ

た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
市
や
事
業
者
が
ま
ち
の

空
間
を
つ
く
る

○
市
や
事
業
者
が
つ
く
っ
た
ま
ち
の
空
間
を
市
民

が
つ
か
う

○
市
が
主
体
と
な
り
、
市
民
と
共
に
え
が
い
た
将

来
の
ま
ち
の
姿
に
沿
っ
て
市
や
事
業
者
が
ま
ち

の
空
間
を
つ
く
る

○
つ
く
ら
れ
た
ま
ち
の
空
間
を
市
が
将
来
の
ま
ち

の
姿
に
組
み
込
む

６
．
継
続
的
な
構
想
の
推
進
に
向
け
て

43



2
9

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

駅
前
広
場
周
辺
の
イ
メ
ー
ジ
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3
0

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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3
1

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

歴
ま
ち
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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3
2

７
．
各
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
図

神
社
公
園
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
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別
添
資
料
９

 
津
島
神
社
周
辺
の
歴
史
 

１
．
対
象
地
の
主
な
歴
史
 

                           .  
 

検
討
対
象
区
域

 

54
0
年
 

・
津
島
神
社
創
建
 

71
7
年
 

・
尾
張
太
古
図
に
津
島
は
伊
勢
湾
海
中
の
一
小
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
【資

料
１
】 

鎌
倉
時
代
 

・
京
都
と
鎌
倉
を
つ
な
ぐ
東
海
道
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
り
、
津
島
湊
も
、
天
王
川
沿
い
の

湊
と
し
て
、
伊
勢
や
桑
名
と
の
往
来
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
湊
町
と
し
て
発
展
し
た
。
 

・
津
島
神
社
は
、
神
仏
習
合
の
祭
神
牛
頭
天
王
を
祭
る
疫
病
退
散
の
神
社
で
、
疫
病
が
流

行
し
た
中
世
に
厚
く
信
仰
さ
れ
、
全
国
か
ら
は
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
た
。
 

・
こ
の
よ
う
に
検
討
対
象
区
域
は
、
津
島
神
社
の
門
前
町
と
し
て
も
発
展
し
た
。
 

南
北
朝
時
代
末
 

・
船
が
停
泊
す
る
「
湊
」
、
積
み
込
ん
で
い
た
物
資
を
販
売
す
る
「
市
」
、
物
資
を
積
み

降
ろ
し
中
継
す
る
「
問
」
と
い
う
機
能
を
有
す
る
中
世
の
小
都
市
（
湊
町
）
に
な
っ
て

い
た
。
【資

料
２
】、
【資

料
３
】 

戦
国
期
 

（
16

世
紀
）
 

・
大
地
主
・
酒
屋
・
武
器
商
人
・
土
倉
（
金
融
業
）
あ
る
い
は
廻
か
い
船
せ
ん
業
者
・
馬

借
（
運
輸
業
）
等
の
富
裕
層
が
、
自
治
組
織
「
惣
」
を
作
り
上
げ
、
津
島
の
「
津
島
五

ヶ
村
」
の
政
治
経
済
を
支
え
て
い
た
。
 

・
「
津
島
五
ヶ
村
」
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
尾
張
津
島
天
王
祭
の
と
き
に
車
楽
舟
を
出
す

地
区
で
あ
る
。
 

―
 

・
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
天
王
信
仰
の
布
教
者
で
あ
る
津
島
御
師
が
全
国
の

村
々
を
廻
り
津
島
神
社
の
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
 

江
戸
時
代

 

・
天
明
年
間
(1
78
1～

89
年
)ま

で
津
島
に
は
木
曽
川
の
支
流
の
天
王
川
が
注
い
で
い
て
、

天
王
川
公
園
辺
り
に
津
島
湊
と
い
う
川
湊
が
あ
り
、
津
島
天
王
社
（
現
津
島
神
社
）
の

門
前
町
と
し
て
、
ま
た
交
通
の
要
衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
【資

料
４
】 

・
天
王
川
は
土
砂
の
堆
積
と
治
水
に
よ
っ
て
水
量
は
減
り
、
天
明
５
年
(1
78
5)
に
は
天
王

川
公
園
北
端
辺
り
で
堤
が
築
か
れ
、
北
側
の
河
原
は
美
し
い
蓮
田
に
姿
を
変
え
た
。
 

【
写
真
１
】
、
【
写
真
２
】
 

明
治
時
代

 

・
津
島
を
含
む
木
曽
川
の
沿
岸
地
域
は
、
た
び
た
び
水
害
に
み
ま
わ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明
治
政
府
に
よ
る
木
曽
川
大
改
修
工
事
が
明
治

20
年
（
18
87
）
よ
り
開
始

さ
れ
た
。
 

・
明
治

34
年
（
19

01
）
に
佐
屋
川
と
天
王
川
の
合
流
地
点
の
締
切
り
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
津
島
湊
は
封
鎖
さ
れ
、
湊
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
。
 

・
片
岡
春
吉
が
開
発
し
た
片
岡
式
織
機
、
及
び
染
色
整
理
加
工
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
毛

織
物
産
業
が
津
島
の
主
産
業
と
な
り
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
春
吉
は
そ
の
成
果
を

独
占
す
る
こ
と
も
な
く
、
尋
ね
て
く
る
人
に
は
そ
の
技
術
を
す
べ
て
教
え
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
津
島
も
含
め
た
尾
張
西
部
地
方
は
毛
織
物
産
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
た
。
 

     

 

【資
料
１
】尾

張
太
古
図

 
【
資
料
２
】
「
市
」
「
問
」
と
し
て
発
展
し
た
際
の
天
王
川
と
津
島
五
ヶ
村

 

【
天
王
川
の
そ
の
後
】

 

天
王
川
の
名
残
で
あ
る
丸
池
を
中
心
と
し
た
天
王
川
の
河
川
敷
跡
は
、
現
在
、
天
王

川
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

 

そ
の
後
、
大
正
８
年

(
1
9
1
9
)
頃
よ
り
蓮
田
を
埋
め
立
て
て
、
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
。
 

【写
真
１
】
当
時
の
蓮
田
の
様
子

 

【資
料
３
】津

島
神
社
と
天
王
川
の
位
置

 

【
写
真
２
】天

王
川
公
園
の
現
在
の
景
観

 

【
資
料
４
】
天
王
川
を
東
か
ら
見
た
図
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2
 

２
．
津
島
神
社
の
歴
史

 

                                   

（１
）津

島
神
社
の
歴
史

 

・
津
島
神
社
は
、
欽
明
天
皇
元
年
（
54
0
年
）
創
建
と
伝
わ

る
牛
頭
天
王
社
の
総
本
社
で
あ
る
。
全
国
に

30
00
社
以

上
の
分
霊
社
が
あ
り
「
西
の
八
坂
神
社
、
東
の
津
島
神

社
」
と
も
言
わ
れ
、
疫
病
や
厄
除
け
の
神
様
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
。
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
信
仰
も
深
く
、

徳
川
家
康
の
四
男
松
平
忠
吉
の
妻
か
ら
は
本
殿
、
豊
臣

秀
吉
か
ら
は
桜
門
を
寄
進
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
国
の
重
要

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

（２
）加

藤
清
正
と
の
関
係
性

 

・
現
在
の
名
古
屋
市
中
村
区
で
生
ま
れ
た
加
藤
清

正
は
幼
少
の
こ
ろ
に
父
を
亡
く
し
、
母
と
共
に

津
島
（
叔
父
の
と
こ
ろ
）
に
移
っ
た
。
明
治

18

年
（
18
8
5）
、
清
正
の
叔
父
の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら

れ
る
上
河
原
町
に
、
清
正
の
徳
を
し
の
ん
で
清

正
公
社
が
建
て
ら
れ
た
。
 

・
叔
父
の
屋
敷
で
幼
少
の
清
正
が
鬼
の
面
を
か
ぶ

っ
て
泥
棒
退
治
を
し
た
逸
話
が
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
始
ま
っ
た
祭
が
「
鬼
祭
（
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）」

で
あ
る
（
た
だ
し
、

現
在
は
休
止
中
で
あ
る
）。

 

・
妙
延
寺
は
愛
知
県
下
で
戦
国
時
代
か
ら
あ
っ
た

最
も
古
い
寺
子
屋
で
、
加
藤
清
正
が
手
習
い
を

受
け
、
妙
延
寺
に
は
、
清
正
が
習
字
紙
を
掛
け

た
松
が
あ
っ
た
。
 

（１
）織

田
信
長
と
の
関
係
性

 

・
織
田
信
長
は
津
島
衆
と
言
わ
れ
る
地
元
の
有
力

者
ら
を
家
臣
に
し
て
、
大
き
く
力
を
伸
ば
し
た
。

『
信
長
公
記
（
江
戸
時
代
初
期
）』

に
は
、
信
長

が
津
島
の
堀
田
道
空
屋
敷
で
踊
り
を
し
た
記
事

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

・
織
田
信
長
が
天
王
橋
か
ら
尾
張
津
島
天
王
祭
を

見
物
し
た
と
の
記
録
が
『
大
祭
筏
場
車
記
録
』

に
残
っ
て
い
る
。
 

３
．
歴
史
上
の
人
物
と
検
討
対
象
区
域
と
の
関
係

 

津
島
神
社
楼
門
（国

指
定
重
要
文
化
財
） 

・
天
正

20
年
（
15
92
）
の
建
立
と
考
え
ら
れ
、

豊
臣
秀
吉
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

津
島
神
社
南
門

(県
指
定
有
形
文
化
財

) 

・
慶
長

3
年
（
15
98
）
7
月
、
豊
臣
秀
吉
の
病
気
平
癒

の
た
め
、
子
の
秀
頼
が
発
願
し
、
当
時
の
清
州
城
主

福
島
正
則
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

津
島
神
社
本
殿
（国

指
定
重
要
文
化
財
） 

・
慶
長

10
年
（
16
05
）
に
徳
川
家
康
の
四
男
で
、
当

時
尾

張
藩

主
で

あ
っ

た
松
平

忠
吉
が

病
弱

の
た

め
、
妻
の
政
子
（
井
伊
直
政
の
娘
）
の
方
か
ら
夫
の

健
康
祈
願
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
た
建
物
。
 

（２
）歴

史
的
な
建
築
物

 
清
正
公
社

 

清
正
幼
少
盗
賊
退
治
之
図

 

妙
延
寺

 

信
長
公
記
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表-1.1 調査数量表 

 

 

 

  

規　格 単位 №1 計

25

66

25

25.00 25.00

5.20 5.20

48.00 48.00

17 17

名　称

φ66mm シルト・粘土

φ66mm 砂・砂質土

φ66mm 礫混じり土砂

土質ボーリング

(鉛直方向)

17.80 17.80
機

械

ボ
ー

リ

ン

グ

m

m

m

合　計 m

標準貫入試験

粘性土・シルト 回

砂・砂質土 回

礫混じり土砂 回

組

土

質

試

験

物理試験

土粒子の密度試験 組

土の含水比試験

合　計 回

土の塑性限界試験 組

組

土の粒度試験

（フルイ）
組

土の粒度試験

（沈降）
組

土の液性限界試験

6 6

3 3

48 48

3 3

33

66

3 3

2

別添資料12 土質調査報告書
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図-1.1 調 査 地 案 内 図 (縮尺S=1:25,000) 「国土地理院電子地図より」 

調査位置 
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2．地形地質概要 

 

2.1 地形概要 

 本調査地は、津島市南門前町地内に在り、名鉄尾西線「津島駅」より西方へ 

1.1kmの所に位置する。 

調査地周辺の地形は、北側を美濃山地、東側は尾張丘陵、西側は養老山地に

周囲を挟まれた平野が発達している。この平野は“濃尾平野”と呼ばれ東西へ

約35km、南北へ約50kmの広がりを持つ、日本でも有数の沖積平野である。 

調査地は、図-2.1.1に示すように濃尾平野のほぼ中央に位置し、地形的には

蟹江三角州に分類される。大部分が河川の沖積作用や海水準の低下などによっ

て、1200年前 (奈良時代)以降に陸化した低湿地で、近年の地盤沈下により標高

は海水準以下となり「ゼロメートル地帯」と呼ばれる。 

調査地周辺の自然堤防の発達は北方の氾濫平野に比べて小規模で連続性に乏

しく、後背湿地との比高が0.5ｍ前後のことが多い。自然堤防上には集落が立地

し、後背湿地は主に水田として利用されている。また、蟹江三角州の南域には

主として江戸時代以降に造成された干拓地が広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-2.1.1 調査地周辺の地形区分図 

           （出典：名古屋南部地域の地質 地質調査所） 

調査地 
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2.2 地質概要 

 

 調査地付近は、周辺河川の沖積作用によって堆積した三角州堆積物が分布す

る。 

 表-2.2.1に調査地付近の地層層序表、図-2.2.1 濃尾平野の地質断面図を示

す。上部に厚く沖積層（南陽層）が堆積し、その下位に更新世後期の第一礫層

が分布する。 

 

 ①沖積層(南陽層) 

 濃尾平野の沖積層を主に構成する地層を南陽層といい、下部粘性土・上

部砂層・最上部粘土層に区分される。 

下部粘性土は極めて軟弱な海成粘土で、主に浸食谷中に発達している。

臨海部などでは30ｍ程度の層厚をもち、北に向かって薄くなる傾向を示す。

全体的に貝殻片・腐植物を多く含み、内湾性の堆積物と考えられる。 

上部砂層は層厚10～20ｍ程度で、三角州や氾濫原の砂層を主体とし、下

部粘性土が堆積した海を三角州が前進しながら埋め立てていった時期の

堆積物である。 

最上部粘性土は層厚5ｍ程度で、三角州の後背湿地にできた堆積物であ

る。濃尾平野中央部より縁辺部で厚く堆積する傾向を示している。 

南陽層は、全体的にＮ値が低く、特に粘性土ではＮ値＝0の深度も多く認

められ、軟質な性状を示す地層である。 

 

②濃尾層 

本層は完新世と更新世の境界に位置する地層であり、主として濃尾平野

南部地域で沖積層と第一礫層に挟まれて分布する。土質は砂・細粒土の互

層からなる。 

 

 ③第一礫層 

 沖積層または濃尾層の下位にあり、熱田層を不整合に覆い連続して分布

する。この礫層は犬山扇状地に続くものと考えられており、基底深度は北

東から南西へ次第に深くなり、津島市南部では-70ｍ程度に達し、層厚も20

ｍ以上となる。 
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表-2.2.1 地質層序表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：名古屋南部地域の地質 地質調査所） 
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図-2.2.1 濃尾平野の地質断面図 

（出典：最新名古屋地盤図 （社）地盤工学会中部支部） 

調

査

地 
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3.  調査方法 

 

調査は、原位置試験(標準貫入試験)を含めた機械ボーリングを実施した。ま

た、標準貫入試験で採取した土試料で土質試験を行った。 

以下、それぞれの調査の方法等について述べる。 

 

3.1 機械ボーリング 

(1) 使用機械 

使用したボーリング機械は、下図に示すロータリー式スピンドル型油圧フィ

ード機である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.1 ロータリー式スピンドル型油圧フィード機の一般図 
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(2) 調査箇所へのボーリング機械の設置方法 

ボーリング機械は、下図(図-3.1.2)に示すようにクローラ車(キャタトラ車)

の上に固定した状態で調査箇所に設置し、周囲はカラーコーンとコンバーで仮

囲して安全に作業を実施した（写真-3.1.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.2 ボーリング機械の設置方法 

(機械をクローラ車の上に固定設置) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.1.1 ボーリング機械設置状況及び仮囲い 
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(3) 掘削方法 

ロータリー式機械ボーリングは、コアチューブ(コアバレル)の先端に取り付

けたビットに回転と給圧を与えて地盤を掘削し、掘り屑は泥水の循環で孔外に

排除することを掘削方法としている。 

掘進中は、ビットの給圧荷重と回転数、掘進速度や送水量などの掘進状況の

変化にも注意しながら、地盤の状況を把握した。また、地盤表層部には孔壁の

崩壊などを防止する目的で、φ86mm ケーシングパイプを孔内に挿入した。 

なお、機械掘削を行う前に、調査箇所に於いて地下埋設物の有無の確認を目

的として、GL-1m まで試掘を実施した(写真-3.1.2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.1.2 試掘状況 

 

(4) 使用機械類の形式・性能 

今回使用したボーリング機械類の形式・性能を下表に示す。 

 

表-3.1.1 使用機械類の形式・性能一覧 

 

 

 

 

 

 

 

二丁スコップ等仕様 

機　種 メーカー・形式 性　能 台数

マシン カノーKR-100 掘削能力100m± 1

ポンプ カノー　V-6 吐出量60L/min 1

エンジン
ヤンマー
NFD-9

常用馬力9PS 1
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3.2 標準貫入試験  

(1) 試験用具他 

本試験に使用した主な用具と試験の略図を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 試験方法 

試験は、JIS A 1219 に準じて実施した。主な手順は次のようである。 

① 所定の深度までボーリング孔を掘削する。 

② ボーリング孔底のスライムを排除する。 

③ サンプラーを静かに孔底に降ろす。 

④ ロッドにノッキングヘッドとガイド用ロッドを接続する。 

⑤ ドライブハンマーの打撃によって 15cm の予備打ち、30cm の本打ち(ハンマ

ーを 76±1cm 自由落下させる)を行う。 

⑥ 本打ちでは、貫入量 10cm の打撃回数を記録する。最大打撃回数は 60 とした。 

⑦ サンプラーを引き上げ、採取した試料を観察した後、試料をプラスチック

ビンに収める。 

 

 

  

b)ハンマー 

c)アンビル 

a)標準貫入試験用サンプラ

ｄ)つり上げ手動型(半自動落

図-3.2.1 使用した主な試験用具 図-3.2.2 試験の略図 
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3.3 室内土質試験  

(1) 試験試料 

試験試料は、標準貫入試験で採取した試料(乱れた試料)を用いて実施した。 

 

(2) 試験方法 

試験は、JIS の試験法に基づいて、下表に示す項目を実施した。 

 

表-3.3.1 試験項目と試験方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS：日本工業規格 

（出典：地盤材料試験の方法と解説 （公）地盤工学会） 

  

種　別 試　験　項　目 JIS 規 格 試験結果から得られる主な値 試験結果の利用

土粒子の密度試験 JIS A 1202 土粒子の密度ρs（g/ ）

・土の基本的性質
（間隙比、飽和度）
・他の土質試験の計算に利用
（締固め試験の乾燥密度の算
出）

土の含水比試験 JIS A 1203 自然含水比Wｎ　　　
土の基本的物理量の計算や他の
土質試験結果の整理、土の力学
特性の推定、解釈などに利用。

土の粒度試験 JIS A 1204
粒径加積曲線、50％粒径、
細粒分含有率ほか

土の分類に利用、透水性の判
断、液状化検討の利用など。

土の液性限界試験

土の塑性限界試験

物理試験

JIS A 1205
液性限界WL（％）、
塑性限界Wｐ（％）、
塑性指数Iｐ

塑性図を用いた細粒度の分類。
液状化検討の利用。
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4. 調査結果 

4.1 機械ボーリング 

機械ボーリングは、調査位置における地層構成を確認する目的で実施した。

結果の詳細は、巻末のボーリング柱状図、既存データも含めて地質推定断面

図として示すとおりである。 

本章ではボーリング調査結果から調査地の地質推定断面図を作成し、概略

的な地層状況について述べる。図-4.1.1 に地質推定断面図「縮小版」、表-4.1.1

に地層層序表を示す。 

 

表-4.1.1 地層層序表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的に、地層の相対密度・コンシステンシーとN値の関係は、表-4.1.2及び

表-4.1.3のように示されている。本調査結果についてもこれらを基準に評価し

た。 

  

現　世 盛土層 砂質土 B

第1粘性土層 Ac1

第1砂質土層 As1

第2粘性土層 Ac2

砂質土層 Ns

粘性土層 Nc

第一礫層 砂礫層 G1g

南陽層
新生代第四紀

完新世

新生代第四紀
更新世

地 質 時 代 地 層 名 層　相

濃尾層

地質記号
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（出典：地盤調査の方法と解説 （公）地盤工学会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：地盤調査の方法と解説 （公）地盤工学会） 

 

 

 

 

表-4.1.2 N値と砂の相対密度の関係 

表-4.1.3 N値と粘土のコンシステンシー， 
     一軸圧縮強さの関係 
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① 盛土層：B 

本層は、地表面付近に分布する盛土層である。暗灰～暗黄色を呈し、 

GL-0.20m迄はφ20～25mm程度の砕石からなる。以深は粘土質砂となる。層中

には粘土を不規則に混入し、土質は非常に乱れた状態である。主に細砂から

なる。含水は中位～次第に大位となる。層厚は1.40mである。 

N値*）は3程度 （平均N値=3程度）である。 

*）盛土層のN値は地層を跨いでおり、標準貫入試験10cm毎の打撃回数よりN値を算出した。 

N=1回/10cm×3倍 →3回/30cm 

 

② 南陽第1粘性土層：Ac1 

本層は、盛土層の下位で認められ、側方へ連続性良く分布する沖積粘性土

である。暗灰色を呈し、シルトからなる。層中には細砂を多く混入し、砂質

シルトとなっている。含水は大位を示す。層厚は2.20mである。 

N値は1(平均N値=1)で、「非常に軟らかい」のコンシステンシーを示す地層

である。 

 

③ 南陽第1砂質土層：As1 

本層は、Ac1層の下位で認められ、層厚は異なるものの側方へ連続性良く分

布する沖積砂層である。暗灰色を呈し、砂からなる。層中にはシルトを不規

則に混入し、シルト混じり砂～シルト質砂となっている。所々でシルトを薄

く挟むところも見られる。含水は中位である。層厚は12.70mと厚く分布する。 

N値は、ばらつきが大きく7～36（平均N値=20.7）で、「緩い～中位～密な」 

の相対密度を示す地層である。 

 

④ 南陽第2粘性土層：Ac2 

本層は、As1層の下位で認められ、側方へ連続性良く分布する沖積粘性土で

ある。暗灰色を呈し、シルトからなる。層中には砂を少量混入する。GL-18m

付近は砂を多く混入する。所々に貝殻片も少量混じる。含水は大位、粘性は

中位～大位を示す。層厚は15.60mと非常に厚く分布する。 

N値は1～4(平均N値=1.8)で、「非常に軟らかい～軟らかい～中位」のコン 

システンシーを示す地層である。 
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⑤ 濃尾砂質土層：Ns 

本層は、Ac2層の下位で認められ、側方へ連続性良く分布する洪積砂質土で

ある。暗灰～灰色を呈し、砂からなる。層中にはシルトを多く混入し、シル

ト混じり砂～シルト質砂となっている。所々にφ2～10mm程度の礫も少量混入

する。砂は細砂～中砂からなる。含水は中位を示す。層厚は10.90mである。 

N値は10～54(平均N値=36.7)で、「緩い～中ぐらい～密な～非常に密な」の

相対密度を示す地層である。 

 

⑥ 濃尾粘性土層：Nc 

本層は、今回のボーリング調査では確認されなかった地層で、既存ボーリ

ングで確認された地層である。Ns層の中にレンズ状で分布する粘性土である。 

 

⑦ 第一礫質土層：G1g 

本層は、本調査での最下部層で、側方へ連続性良く分布する洪積礫質土で

ある。灰～暗灰色を呈し、砂礫からなる。礫はφ2～30mm程度のものが多い。

層中には極少量のシルトも混じる。所々礫分が少なくなるところも見られる。

マトリックスは砂である。含水は中位を示す。層厚は5.39mである。 

N値は60以上(平均N値=60以上)で、「非常に密な」の相対密度を示す地層で

ある。 

 

 

〇 地下水位の分布状況 

地下水の確認は、機械ボーリングの無水掘りで観測した。 

結果は表-4.1.4に地下水位一覧表に示すとおりである。 

 

表-4.1.4 地下水位一覧表 

 

 

 

 

  地下水位は、GL-0.90m（標高-0.94m）と浅い位置に分布する。年間を通じ

て雨の多い降雨時などには、若干の水位変動はあるものと考える。  

地　点
地下水位
（GL-m）

地下水の標高
（m）

対象層
（記号）

No.1 0.90 -0.94
粘土質砂
（B）
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4.2 室内土質試験 

 室内土質試験は、標準貫入試験用サンプラーで採取した攪乱資料（乱れた試料）

を用いて、各地層の物理的特性を把握する目的で実施した。試験結果の詳細は、

巻末の室内土質試験データシートに示すので参照されたい。 

ここでは、結果を表-4.2.1に要約し、概要について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇物理特性 

・盛土層（B）:（試料番号；P-1）1試料 

 ・粒度特性は、礫分2.2％，砂分46.4％，細粒分（シルト分+粘土分）51.4％ 

  の混合率でコンシステンシー特性は、液性限界WL=38.6％，塑性限界Wp= 

23.2％，塑性指数Ip=15.4である。 

図-4.2.1に示す土質材料の工学的分類体系及び表-4.2.2に質とまじりの分

類表では、砂質粘土（低液性限界）（CLS）に分類される。 

盛土層は砂と粘性土の不規則な混合土からなり、試料観察では砂質土優勢層

である。しかし、土質試験結果では粘性土に分類される。これは、盛土地盤

の局部的な試験箇所での土質判定によるものであることから、盛土層は全体

的に砂質土が優勢であることから、今回盛土層の土質は砂質土として取り扱

う。 

表-4.2.1 室内土質試験結果覧表 

P-1 P-2 P-7 P-13 P-15 P-19

1.30～1.40m 2.15～2.45m 7.15～7.45m 13.15～13.45m 15.15～15.45m 19.15～19.45m

ρt g/cm3

ρd g/cm3

ρs g/cm3 2.684 2.635 2.641 2.622 2.661 2.669

Wn % 32.1 45.5 20.8 40.4 25.6 61.4

e

Sr %

礫 分 % 2.2 0 0.3 0 0 0.0

砂 分 % 46.4 10.1 89.1 55.9 83.7 2.2

シ ル ト
分

% 55.4 22.5 43.2

粘 土 分 % 34.5 21.6 54.6

mm 9.5 2 4.75 2 2 0.850

Uc - - - - - -

WL % 38.6 47.3 - 38 - 63.0

Wp % 23.2 30.1 - 25.6 - 32.9

Ip 15.4 17.2 - 12.4 - 30.1

砂質粘土
（低液性限界）

砂混じりシルト
（低液性限界）

細粒分まじり砂 細粒分質砂 細粒分質砂
シルト

（高液性限界）

（CLS） （ML-S） （S-F） （SF） （SF） （MH）

B Ac1 As1 As1 As1 Ac2

№1

51.4 10.6 16.3

地質記号

ン

シ

ー

特

性

コ

ン

シ

ス

テ

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分
　
類

地盤材料
の分類名

分 類 記 号

粒
　
　
度

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

最 大 粒 径

均 等 係 数

調 査 地 点

試 料 番 号

深 さ(GL-m)

一
　
　
般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土 粒 子 の 密
度

自 然 含 水 比

間 隙 比

飽 和 度
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・土粒子の密度ρs=2.684g/ の値を得る。表-4.2.3より一般的な「普通の土」

の範囲にある。 

・自然含水比ｗn=32.1％の値を得る。 

 

・第1粘性土層（Ac1）:（試料番号P-2）1試料 

 ・粒度特性は、礫分0.0％，砂分10.1％，シルト分55.4％，粘土分34.5％の 

混合率でコンシステンシー特性は、液性限界WL=47.3％，塑性限界Wp= 

30.1％，塑性指数Ip=17.2である。図-4.2.1に示す土質材料の工学的分類体系

及び表-4.2.2に質とまじりの分類表では、砂まじりシルト（低液性限界）（M

L-S）に分類される。 

・土粒子の密度ρs=2.635g/ の値を得る。表-4.2.3より一般的な「普通の土」

の範囲にある。 

・自然含水比ｗn=45.5％の値を得る。 

 

・第1砂質土層（As1）:（試料番号P-7,P-13,P-15）3試料 

 ・粒度特性は、礫分0.0～0.3％，砂分55.9～89.1％，細粒分（シルト分+粘土

分）10.6～44.1％の混合率である。一部でコンシステンシー特性は、液性限

界WL=38.0％，塑性限界Wp=25.6％，塑性指数Ip=12.4である。図-4.2.1に示

す土質材料の工学的分類体系では、細粒分まじり砂（S-F）～細粒分質砂（S

F）に分類される。 

・土粒子の密度ρs=2.622～2.661g/ の値を得る。表-4.2.3より一般的な「普

通の土」の範囲にある 

・自然含水比ｗn=20.8～40.4％の値を得る。 

 

・第2粘性土層（Ac2）:（試料番号P-19）1試料 

 ・粒度特性は、礫分0.0％，砂分2.2％，シルト分43.2％，粘土分54.6％の 

混合率でコンシステンシー特性は、液性限界WL=63.0％，塑性限界Wp= 

32.9％，塑性指数Ip=30.1である。図-4.2.1に示す土質材料の工学的分類体系

及び表-4.2.2に質とまじりの分類表では、シルト（高液性限界）（MH）に分

類される。 

・土粒子の密度ρs=2.669g/ の値を得る。表-4.2.3より一般的な「普通の土」

の範囲にある 

・自然含水比ｗn=61.4％の値を得る。 
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図-4.2.1 土質材料の工学的分類体系 

（出典：地盤材料試験の方法と解説 （公）地盤工学会） 

　細粒分＜５％

　砂 分＜５％　 

　５％≦細粒分＜15％

　砂 分＜５％

　５％≦砂　分＜15％

　　 礫 分＞砂 分 　５％≦細粒分＜15％

　15％≦砂 分

　15％≦細粒分

　砂 分＜５％

　５％≦砂　分≦15％

　15％≦細粒分
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　礫 分＜５％
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　15％≦細粒分

　15％≦礫 分

高有機質土 Ｐｍ

15％≦細粒分

15％≦細粒分

(Ｂ) 主 に 細 粒 土 の 工 学 的 分 類 体 系

　５％≦細粒分＜15％

　砂 分＜５％

　15％≦細粒分

｛Ｓ｝

　　礫質砂 ｛ＳＧ｝

（Ａ） 粗 粒 土 の 工 学 的 分 類 体 系

 有機物を多く含むもの

人工材料　 Ａｍ

高有機質土〔Ｐｔ〕

細粒土　　 Ｆｍ

　細粒分≧50％

有機質粘土（低液性限界）

有機質粘土（高液性限界）

　　有機質，暗色で有機臭あり

　細粒分＜5％
｛ＧＳ｝

細粒分混じり砂質礫

細粒分砂混じり礫

砂質礫

｛ＳＦ｝

細粒分質礫

砂混じり細粒分質礫

細粒分質砂質礫

細粒分混じり礫質砂

小　　　　分　　　　類
三 角 座 標 上 の 分 類

（ＧＳ）

（ＧＳ－Ｆ）

（Ｇ）

（Ｇ－Ｓ）

（Ｇ－Ｆ）

　細粒分＜５％

　５％≦砂　分＜15％

砂混じり礫

（ＧＦ）

（ＧＦ－Ｓ）

（ＧＦＳ）

礫質砂

細粒分礫混じり砂

（Ｓ）

（Ｓ－Ｇ）

（Ｓ－Ｆ）

（Ｓ－ＦＧ）

ＷＬ＜50％

廃棄物

改良土

有機質火山灰土

火山灰質粘性土（Ⅰ型）

火山灰質粘性土（Ⅱ型）

火山灰質粘性土（低液性限界）

泥炭

黒炭

未分解で繊維質

ＷＬ＜50％

ＷＬ≧50％

ＷＬ＜50％

ＷＬ≧50％

｛Ｍ｝

｛Ｃ｝

地質的背景

火山灰質　　〔Ｖ〕

有機質土　　〔Ｏ〕

｛Ｖ｝

粘 性 土

 塑性図上で分類

粘　土

 塑性図上で分類

改良土
人工材料　　〔Ａ〕

分解が進み黒色

有機質土

火山灰質粘性土

廃棄物

｛Ｐｔ｝高有機質土

ＷＬ＜50％

50％≦ＷＬ＜80％

ＷＬ≧80％

ＷＬ≧50％

有機質で、火山灰質

（Ｗａ）

シルト（高液性限界）　

（Ｉ）

（ＯＶ）

（ＶＬ）

（ＶＨ１）

（ＶＨ２）

（Ｐｔ）

（ＭＫ）

粘 土（低液性限界）

粘 土（高液性限界）

｛Ｗａ｝

｛Ｉ｝

　　　15％≦礫 分

大　　　　分　　　　類 中　　　分　　　類

　　細粒分混じり砂

土質材料区分 土 質 区 分 観察・塑性図上の分類

｛Ｏ｝

（Ｇ－ＦＳ）

（ＳＦ－Ｇ）礫混じり細粒分質砂

　５％≦細粒分＜15％

（ＳＧ）

（ＳＦ）

（ＳＧ－Ｆ）

砂

礫混じり砂

細粒分混じり砂

（ＯＨ）

注）含有率％は土質材料に対する質量百分率

　細粒分＜５％

　５％≦礫　分＜15％

｛ＧＦ｝

細粒分質礫質砂

　15％≦砂 分

　15％≦礫 分

細粒分質砂

　細粒分＜５％

（ＣＬ）

（ＣＨ）

（ＯＬ）

（ＳＦＧ）

（ＭＬ）

（ＭＨ）

小　　　　　　　分　　　　　　　類
観 察 ・ 液 性 限 界 等 に 基 づ く 分 類

シルト（低液性限界）　

中　　　　　　分　　　　　　類

細粒分＜15％

細粒分＜15％

　細粒分＜５％

　５％≦細粒分＜15％

　15％≦細粒分

礫

細粒分混じり礫

　　砂

　　　礫 分＜15％

　　砂 礫

　　　15％≦砂 分

　　細粒分混じり礫

主 に 観 察 に よ る 分 類

｛Ｇ｝　　礫

　　　砂 分＜15％

シルト

粘性土    〔Ｃｓ〕

　礫質土  　〔Ｇ〕

大　　　　分　　　　類
土質材料区分 土 質 区 分

　砂質土    〔Ｓ〕
　　 砂 分≧礫 分

　粗粒分＞50％

粗粒土    Ｃｍ
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表-4.2.2 質とまじりの分類 

 

 

 

 

 

 

 

尚、細粒分は（Ｂ）の分類体系の小分類では質量割合で 2 番目の構成粒子をその割合に

応じて（ ）に従い「質」と「まじり」を表記する。 

 

（出典：地盤材料試験の方法と解説 （公）地盤工学会） 

 

 

表-4.2.3 土粒子の密度と土の種類 

 

  1 Gs=2.00(以下)～2.50 腐植物の多量含有する土

2 Gs=2.60～2.80 普通の土

3 Gs=2.80～3.00(以上) 砂鉄など重鉱物を含む土

（土粒子の比重と土の種類）

（出典：土質調査の基礎知識 鹿島出版会） 

質量構成比 分類記号 接続記号

15％以上50％未満 〇〇質 なし

5％以上15％未満 〇〇まじり ー（ハイフン）*

5％未満 特に表記しない なし

注）まじりの構成粒子が2種類ある場合は、初めの構成分の前にのみ
   ハイフン「ー」を付け、2番目の構成分は接続記号なしで続けて記載する。
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5.考 察 

5.1 土質定数の設定 

建物の設計・施工に必要な土質定数を以下の条件で設定する。尚、土質定数の

提案値を表-5.1.2に示す。 

 

・N 値 

  各地層の平均値N値とした。 

  地層を跨いだN値については除外した。ただし、同一層で跨いだN値しかない

ものについては、N値を換算N値として算出した。（例）：1回/10cm×3倍し、3

0cm当たりの打撃回数を求めた。 → 3/30cmとした。 

  尚、N値60以上を示すところについては、N値を60とした。 

 

・単位体積重量 γt（kN/ ） 

  N値より表-5.1.1に示す参考値から推定した。 

  尚、各土質による締まり具合の評価は、「ゆるい」ものと「密な」ものしか

ないので、中間的なもの「中ぐらい」については、「ゆるい」ものと「密な」

ものの中間値を採用した。 

 

表-5.1.1 土の単位体積重量（kN/ ） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：建築基礎構造設計指針 日本建築学会） 
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・粘着力 C（kN/㎡） 

  粘性土に対してN値から下式を用いて推定した。 

  尚、砂質土・礫質土の粘着力は考慮しない。C=0とした。 

 

      C=6N～10N（kN/㎡） …（式-1） 

（出典：道路土工 （社）日本道路協会） 

  今回、粘着力の推定は安全側を考慮し、C=6Nで粘着力を推定した。 

 

・内部摩擦角φ（°） 

  砂質土・礫質土に対してN値から下式を用いて推定した。 

  尚、粘性土の内部摩擦角は考慮しない。φ=0度とした。 

 

      φd=√20N1+20 …（式-2） 

（3.5≦N1≦20），φd=40（N1＞20）  1 =   σz´100  

ここに、φd=（°）：内部摩擦角、N1：N値を有効上載圧で補正した換算N値、 

 σz´（kN/㎡）：有効上載圧 

（出典：建築基礎構造設計指針 日本建築学会） 

 

・変形係数E（kN/㎡） 

  N値から下式を用いて推定した。 

 

      E=700N（kN/㎡）…（式-3） 

（出典：建築基礎構造設計指針 日本建築学会） 
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表-5.1.2 土質定数の提案値一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地層
記号

下端深度
(GL-m)

N 値

単位体積重量
γt

(kN/m
3
)

粘着力
C

(kN/m
2
)

有効上載圧
σz´

（kN/㎡）
N1

内部摩擦角
φ

(゜)

変形係数
E

(kN/m
2
)

盛土層
「砂質土」

（B） 0.90

3 16 0 14.4 7.9 33 2100

盛土層
「砂質土」

（B） 1.40

3 17 0 17.9 7.1 32 2100

南陽第1
粘性土層
（Ac1） 3.60

1 15 6 28.9 - 0 700

南陽第1
砂質土層
（As1） 16.30

20.7 18 0 130.5 18.2 39 14490

南陽第2
粘性土層
（Ac2） 31.90

1.8 15 11 208.5 - 0 1260

濃尾砂質土層
（Ns）

42.80

36.7 19 0 306.6 21 40 25690

第一礫質土層
（G1g）

48.19

60 21 0 365.9 31.4 40 42000

・青字････実測平均N値。
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5.2 地震時の液状化の検討 

一般に液状化は、「緩い飽和砂」に強い地震動が作用した時に起きる。つまり、

次の条件が同時に満たされた場合に起こる現象である。 
 

◇ 緩い状態で堆積している砂地盤であること(盛土・埋土を含めた沖積層の砂

地盤) 

◇ 飽和していること(地下水位以下であること) 

◇ 強い地震動が作用すること 
 

また、日本建築学会の建築基礎構造設計指針(2019 年)では、液状化の判定を行

う必要がある土層の条件を次のように定義している。 
 
 

液状化の判定を行う必要がある飽和土層(地下水位以下の土層)は、原則的に

地表面から深度 20m 程度以浅の土層で、考慮すべき土の種類は細粒分含有率が

35％以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で地表面から 20m 程度以

深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要があ

る。また、埋立地盤等の造成地盤では細粒分含有率が 35％以上の低塑性シルト、

液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが液状化した事例も報告されている

ので、粘土分含有率が 10％以下、または塑性指数が 15％以下の埋立地盤あるい

は盛土地盤については液状化の検討を行う。さらに細粒分を含む礫や透水性の

低い土層に囲まれた礫、洪積層でも N 値が小さな土層では液状化の可能性が否

定できないので、そのような場合にも液状化の検討を行う。 
 

当調査地は、上記の条件に該当する飽和土層(盛土層、沖積層（南陽層）)が分

布しており、液状化の検討対象層の要否を判定すると表-5.2.1 に示すとおりで

ある。 

 

表-5.2.1 液状化検討対象層の要否判定一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上表より、第 1 砂質土層（As1）が検討対象層に該当し、液状化の検討を行 

 う。 

P-1 P-2 P-7 P-13 P-15 P-19

1.30 2.15 7.15 13.15 15.15 19.15

1.40 2.45 7.45 13.45 15.45 19.45

B Ac1 As1 As1 As1 Ac2

% 51.4 89.9 10.6 44.1 16.3 97.8

WL % 38.6 47.3 - 38.0 - 63.0

Wp % 23.2 30.1 - 25.6 - 32.9

Ip 15.4 17.2 - 12.4 - 30.1

否 否 要 要 要 否

細粒分含有率　 WP

液 性 限 界

塑 性 限 界

液状化検討対象層の要否

地　質　記　号

試験深度
(GL-m)

上端

下端

塑 性 指 数

物

理
特

性

調 査 地 点 №1

試 料 番 号
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以下、上記の指針に基づいて液状化の検討を行う。 

 

(1) 検討条件 

検討条件を下記に示す。 

液状化検討箇所は、土質試験を行った深度とする。 

 

・計算深度 

 標準貫入試験の中間深度とする。 

 

・N 値 

 実測 N 値とする。 

 

 ・土の単位堆積重量 

  5.1 項の表-5.1.2 土質定数の設定値一覧表で設定した値とする。 

 

 ・地下水位 

  ボーリング柱状図に記載した孔内水位とした。 

 

・検討対象土の細粒分含有率(Fc) 

土質試験結果の値を用いた。 
 

○ その他 

地表面における水平加速度 1.5m/s2、2.0m/s2、3.5m/s2。 

                 （出典：建築基礎構造設計指針 日本建築学会） 
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 (2) FL 法の検討方法と判定方法 

FL 法の検討方法と判定方法は次のとおりである。 
 

液状化の判定方法は、日本建築学会の「建築基礎構造設計指針 2019 年」に基

づき、以下の手順によって行う。 

・ 検討地点の地盤内の各深さに発生する等価な繰り返しせん断応力比によっ

て計算する。 
 

γd・・・・・①式
zσ'

σz
・

g

α
γn

zσ'

τd max  

 

記号  τd ： 水平面に生じる等価な一定繰り返しせん断応力振幅 (kN/m2) 

σ’z ： 検討深さにおける有効土被り圧(鉛直有効応力) (kN/m2) 

γn ： 等価な繰り返し回数に関する補正係数で、γn=0.1(M-1) 

M は地震のマグニチュードで、通常は 7.5 

αmax ： 地表面における設計用水平加速度 (m/s2) 

g ： 重力加速度 (9.8m/s2) 

σｚ ： 検討深さにおける全土被り圧(鉛直全応力) (kN/m2) 

γｄ ： 地震が剛体でないことによる低減係数で、(1-0.015z) 

z はメートル単位で表した地表面からの検討深さ 

 

・ 各深さにおける補正 N 値(Na)を下式から求める。 
 

Na=N1＋ΔNf ・・・・・・・②式 

(ただし Na＞30 となる場合は Na=30 とした) 

N1=CN・N ・・・・③式 

・・・・・④式z100/σ'CN  

 
記号  Na ： 補正 N 値 

N1 ： 換算 N 値 

ΔNf ： 細粒分含有率 Fc(％)に応じた補正 N 値増分で、図-5.2.1

による 

CN ： 拘束圧に関する換算係数 

N ： 実測 N 値 

 

・図-5.2.2 のせん断ひずみ 5％曲線を用いて、補正 N 値(Na)に対する飽和土層

の液状化抵抗比τL/σ’zを求める。 

・各深さにおける液状化発生に対する安全率 FL を次式により計算する。 
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・・・・・⑤式

zσ'

τd
zσ'

τ

F

L

L  

 

⑤式により求めた FL 値が 1 より大きくなる土層については液状化発生の可 

能性はないものと判断し、逆に 1 以下となる場合は液状化発生の可能性があ 

り、値が小さくなるほどその土層の液状化発生危険度は高いと判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：建築基礎構造設計指針（2019年）日本建築学会） 

 

図-5.2.1 細粒分含有率とN値の補正係数 

図-5.2.2 補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係 
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（3）PL法の検討 

 国住指第1335号（2007）では、地表面加速度150gal以上で液状化しないこと、

及び地表面加速度350gal以上で液状化の程度が軽微または液状化の危険度が低

いことを確かめるものとされている。 

・液状化指数のPL法による液状化評価 

  FL法による液状化判定方法ではN値を測定した深度あるいは液状化試験（振

動三軸試験）を実施した深度における液状化判定である。そのため、液状化発

生に伴う地表面における被害程度の定量化や地点（調査孔）ごとの液状化判定

ができないという問題点がある。このことから判定対象となる地盤の被害程度

の概略を把握するために岩崎・龍岡の提案している液状化指数PL法による地盤

全体の評価を行った。PL法の式を以下に示す。 

  液状化指数の評価の目安は表-5.2.3 PL値に対する判定基準に示すとおりで

ある。 

 

      =  (1    )   (10  0.5 )ｄ ・・・・・⑥式   

 ここに、 PL：液状化指数 

      FL：液状化抵抗率 

      ｗ：液状化抵抗率の深さ方向の重み関数 

      ｚ：地表面からの深度（m） 

（出典：砂質地盤の地震流動化の簡易判定法と適用例 岩崎敏男など 

第 5 回日本地震工学シンポジウム講演集） 
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(4) 結果の要約 

結果の詳細は、液状化計算結果データシートにまとめ巻末に添付した。液状化

に対する抵抗率 FL の値を表-5.2.2 に要約して示す。また、同表には液状化指数

PL の値も併せて示す。 

表-5.2.2 より、 
 
 

●水平加速度 1.5m/s2 

FL 値は局部的に 1 以下を示すものの、その大半は FL 値 1 以上である。PL 値は

0＜PL≦5 の範囲にあり、液状化の危険度は低い値にある。 
 

●水平加速度 2.0m/s2 

水平加速度 1.5m/s2 と同じように、FL 値は局部的に 1 以下を示すものの、その

大半は FL 値 1 以上である。PL 値は 0＜PL≦5 の範囲にあり、液状化の危険度は

低い値にある。 

 

●水平加速度 3.5m/s2 

FL 値が 1 以下を示す箇所が多くなる。PL は 0＜PL≦5 の範囲にあり、液状化の

危険度は低い値にある。 

 

したがって、第 1 砂質土層（As1）は、局部的ではあるが液状化層と判定され

る。 

 

表-5.2.2 液状化抵抗率 FL と液状化指数 PL の要約 

○ №1 地点 

 

 

 

 

 

 

 

赤字 ：FL≦1

PL = 0 液状化の危険度はかなり低い

0 ＜ PL ≦ 5 液状化の危険度は低い

5 ＜ PL ≦ 15 液状化の危険度が高い

15 ＜ PL 液状化の危険度が極めて高い

表-5.2.3 PL値に対する判定基準 

(「砂質地盤の地震時流動化の簡易判定法と適用例」 岩崎敏男など)

第5回 日本地震工学シンポジュウム講演集 

水平加速度1.5m/s2 水平加速度2.0m/s2 水平加速度3.5m/s2

7.30 5.627 4.220 2.411
13.30 1.659 1.244 0.711
15.30 0.929 0.696 0.398

-
PL=0.168

（液状化の危険度は
低い）

PL=0.713
（液状化の危険度は

低い）

PL=2.383
（液状化の危険度は

低い）

計算深度
（m）

液状化抵抗率FL値

第1砂質土層
（As1）

No.1

ＰL（液状化指数）

地 点
地層名
（記号）
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5.3 建築物の基礎工について 

 調査結果から、計画建物の基礎工に対する考察を行う。 

（1）支持層 

支持層の考え方については、建物の規模(荷重条件)等によって異なるが、一般

的には表-5.3.1 に示すような条件にある地層を目安に良質な地盤としている。 
 

表-5.3.1 支持地盤の目安 

 

 

 

 

 

 

（出典：地質調査要領 編集 （社）全国地質調査業協会連合会） 

 

上記の考えに基づいて、調査地での地層を支持層として評価すると、表-5.3.2

のように要約される。 

 

表-5.3.2 調査地の支持地盤としての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×･･････支持層として期待できない。 

△･･････支持層として十分な検討を要する。 

○･･････支持層として十分期待できる。 

 
良質な地盤 堅固な地盤

砂質土・砂礫 30≦N＜50 50≦N

粘性土 20≦N＜30 30≦N

備考：支持地盤の厚さは5m以上必要(杭基礎の場合)
　　　建築基礎設計のための地盤調査計画指針(日本建築学会)より

支持地盤

分類

層厚
(m）

N　値
（平均N値）

現　世 盛土層 砂質土 B 1.40 3程度
層厚は薄く、N値も低い不安定な
地層で支持層としては対象外であ
る。

×

第1粘性土層 Ac1 2.20 1
層厚は薄く、N値も低い不安定な
地層で支持層としては期待できな
い。

×

第1砂質土層 As1 12.70
7～36

（20.7）

層厚は厚く、N値は局部的に30以
上を示すものの、連続性に欠ける
地層である。低層建物の場合には
支持層として検討を要する。

△

第2粘性土層 Ac2 15.60
1～4

（1.8）

層厚は非常に厚いものの、N値の
低い不安定な地層で支持層として
は期待できない。

×

洪積層
「濃尾層」

砂質土層 Ns 10.90
10～54

（36.7）

層厚は厚いものの、N値は10～50
以上とばらつく。局部的に粘性土
を挟みN値も低い。支持層として
の信頼性に欠ける地層で十分な検
討を要する。

△

洪積層
「第一礫層」

礫質土層 G1g 5.39 60以上
層厚は厚く、N値も60以上を連続6
回確認した地層である。支持層と
しては十分期待できる。

○

考　察 評価

新生代第四紀
完新世

沖積層
「南陽層」

新生代第四紀
更新世

地 質 時 代 地 層 名 層　相 地質記号

地層特性
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 前項で検討したように、調査地での良好な支持層は、GL-42.80m 以深に分布す

る第一礫質土層（G1g）が対象となる（図-5.3.1 支持層提案断面図参照）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.3.1 支持層提案断面図 

 

（2）基礎形式 

支持層提案深度から表-5.3.3 に示す一般的な基礎形式選定表により基礎形式

を選定すると、杭基礎が挙げられる。 

杭基礎は、既製杭基礎と場所打ち杭基礎に大別され、両者はともに幾つかの種

類・工法がある。計画建物の荷重条件、環境条件・経済性等を含めた詳細な検討

の上、種類・工法を決定する必要がある。 
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  表-5.3.3 基礎形式選定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：道路橋示方書・同解説 H24 年 （社）日本道路協会） 

 

 ～ 以 上 ～ 
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【巻末資料】 

・ボーリング柱状図 

・地質推定断面図 

・室内土質試験データシート 

・液状化計算結果データシート 

・写真集 

・参考資料集 
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ボーリング柱状図

調査名歴史核（津島神社）周辺エリア測量及び地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名No.1調査位置津島市南門前町　地内外北緯35ﾟ 10' 34.87"

東経136ﾟ 43' 10.28" 発注機関津島市調査期間令和 4年 9月 8日 ～ 4年 9月 15日

調査業者名
中央コンサルタンツ株式会社

電話(052-971-2541)
主任技師辻　幹彦

現場
代理人

西川　勝好
コア
鑑定者

長谷川　景一
ボｰリング
責任者

長谷川　景一

孔口標高
H=

-0.04m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試錐機カノー　KR-100
ハンマー
落下用具

半自動落下装置

エンジンヤンマー　NFD-9ポンプカノー　V-6 総掘進長 48.19m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

標

高

(m)

 -1.44

 -3.64

-10.34

-14.34

-16.34

-31.94

-33.34

-33.94

-35.04

-37.74

-40.84

-42.84

-48.23

層

厚

(m)

  1.40

  2.20

  6.70

  4.00

  2.00

 15.60

  1.40

  0.60

  1.10

  2.70

  3.10

  2.00

  5.39

深

度

(m)

1.40

3.60

10.30

14.30

16.30

31.90

33.30

33.90

35.00

37.70

40.80

42.80

48.19

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL-0.20m迄 砕石主体
以深より粘土質砂となる
含水は中位～大位となる

盛土、
粘土質
砂

暗灰
～暗
黄

含水は大位
全体的に細砂を多く混入する

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

非
常

に
軟

ら
か

い

砂は細砂主体
含水は中位
GL-5.00mより中砂となる
GL-7.00mより中砂～粗砂も混じる
極少量のシルトを含む

砂
暗

灰

中

ぐ

ら

い～

密

な

含水は中位
砂は細砂からなる
砂の粒子は比較的均一である
全体的にシルトを多く混入する

シ

ル

ト

質

砂

暗

灰

中

ぐ

ら

い

含水は中位
砂は細砂からなる。
シルトを少量混入する

シルト
混じり
砂

暗

灰

緩

い

含水は大位
GL-18m付近は細砂を多く混じる
所々に少量の貝殻片を混じる

シ

ル

ト

暗

灰

非

常

に

軟

ら

か

い～

軟

ら

か

い

含水は中位
砂は細砂からなる
全体的にシルトを多く混入する

シルト
質砂

暗

灰

中

ぐ

ら

い

含水は中位
砂は中砂からなる

砂暗灰
～灰

含水は中位
砂は中砂からなる
シルトを少量混入する

シルト
混じり
砂

暗

灰

緩い
～中
ぐら
い

含水は中位
砂は細砂からなる
全体的にシルトを多く混入する
砂の粒子は比較的均一である

シ

ル

ト

質

砂

暗

灰

中

ぐ

ら

い～

密

な

含水は中位
砂は中砂からなる
砂の粒子は不均一である
シルトを若干混じる

砂
暗

灰

非

常

に

密

な

含水は中位
砂は粒子の荒い粗砂からなる
所々にφ2～10mm程度の礫を混入す
る

礫

混

じ

り

砂

灰

非

常

に

密

な

含水は中位
礫はφ2～30mm程度のものが多い
所々礫分が少ないところもある
マトリックスは砂である
極少量の粘土も混じる

砂

礫

灰～

暗

灰

非

常

に

密

な

孔

内

水

位

(m)

／
測

定

月

日

0.90
9/8

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.50

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.45

41.15

41.45

42.15

42.45

43.15

43.37

44.15

44.33

45.15

45.36

46.15

46.35

47.15

47.37

48.00

48.19

10cmごとの

打撃回数

0

～

10

1

1

30

1

30

6

11

10

8

9

8

8

4

4

3

5

2

3

1
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1

1

20

1
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1
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1
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～

20

1

7

11

10

9

9

11

5

4

5

4

3

2

2

1

1

1

1
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9
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～
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1
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7
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2

3

1

1

2

1

1

1

1

1

4
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4

10

13
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17
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10

2
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1
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2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

3

35

1

30

1

30

20

30

36

30
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27
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33

30

17
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6
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3
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2
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1
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1
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1
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1
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18
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60
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N     値

0102030405060
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1
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7
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3
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32
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82

100

86
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原位置試験

深

度

(m)

試験名

および結果

試料採取

深

度

(m)

1.15

1.40

2.15

2.45

7.15

7.45

13.15

13.45

15.15

15.45

19.15

19.45

試

料

番

号

P-1

P-2

P-7

P-13

P-15
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採

取

方

法
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室
内
試
験
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物理試
験
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進

月

日
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地 質 推 定 断 面 図
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室内土質試験データシート

91



w

w
w

92



m

m

w

m

m

m

m

w

m

m

m

m

w

m

m

m
m m m w

93



m
m
m
w

w

m
m
m
w

w

m
m
m
w

w

m
m
m
w

w

m
m
m
w

w

w m m
m m

m
m
m

94



95



96



97



98



99



100



w

w w

w

w

w w

w

w

w w

w

w

w w

w

101



w
w

w

w
w

102



液状化計算結果データシート
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適用式 建築基礎構造設計指針式 (2019)

調査件名 歴史核（津島神社）周辺エリア測量及び地質調査業務委託

調査住所 津島市南門前町 地内外

調査位置 北緯:35度10分34.87秒 東経:136度43分10.28秒

ボーリング名 No.1

孔口標高(m) -0.04

地下水位(m) GL-0.90

低減係数 0.015

マグニチュード 7.500

計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）

No 下限深度

(m)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

土質名

1 1.400 17.00 23.80 18.80 盛土、粘土質砂

2 3.600 15.00 56.80 29.80 砂質シルト

3 10.300 18.00 177.40 83.40 砂

4 14.300 18.00 249.40 115.40 シルト質砂

5 16.300 18.00 285.40 131.40 シルト混じり砂

6 21.000 15.00 355.90 154.90 シルト

No 計算深度

(m)

Ｎ値

(回)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

D50

(mm)

FC

(%)

IP PC

(%)

砂礫地盤

補正係数

補正Ｎ値 R

1 1.325 2.57 17.00 22.53 18.28 51.40 15.4

2 2.300 1.00 15.00 37.30 23.30 0.0134 89.90 17.2

3 3.300 1.00 15.00 52.30 28.30

4 4.300 20.00 18.00 69.40 35.40

5 5.300 36.00 18.00 87.40 43.40

6 6.300 31.00 18.00 105.40 51.40

7 7.300 27.00 18.00 123.40 59.40 0.3367 10.60 0.998 30.000 1.036

8 8.300 30.00 18.00 141.40 67.40

9 9.300 33.00 18.00 159.40 75.40

10 10.300 17.00 18.00 177.40 83.40

11 11.300 12.00 18.00 195.40 91.40

12 12.300 14.00 18.00 213.40 99.40

13 13.300 12.00 18.00 231.40 107.40 0.1247 44.10 12.4 1.000 21.989 0.285

14 14.300 10.00 18.00 249.40 115.40

15 15.300 7.00 18.00 267.40 123.40 0.2148 16.30 1.000 13.561 0.154

16 16.300 6.00 18.00 285.40 131.40

17 17.300 3.00 15.00 300.40 136.40

18 18.300 4.00 15.00 315.40 141.40

19 19.300 3.00 15.00 330.40 146.40 0.0040 97.80 30.1

20 20.300 2.00 15.00 345.40 151.40

No 外力係数

L

液状化係数

FL

γcy H

(m)

低減係数

β

1

2

3

4

5

6

7 0.184 5.627 1.000

8

9

10

11

12

13 0.172 1.659 1.000

14

15 0.166 0.929 1.0 1.500 0.338

16

17

18

19

20

水平加速度(m/s2)        1.500

液状化指数          PL= 0.168

最大水平変位(m)   Dcy = 0.015
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適用式 建築基礎構造設計指針式 (2019)

調査件名 歴史核（津島神社）周辺エリア測量及び地質調査業務委託

調査住所 津島市南門前町 地内外

調査位置 北緯:35度10分34.87秒 東経:136度43分10.28秒

ボーリング名 No.1

孔口標高(m) -0.04

地下水位(m) GL-0.90

低減係数 0.015

マグニチュード 7.500

計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）

No 下限深度

(m)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

土質名

1 1.400 17.00 23.80 18.80 盛土、粘土質砂

2 3.600 15.00 56.80 29.80 砂質シルト

3 10.300 18.00 177.40 83.40 砂

4 14.300 18.00 249.40 115.40 シルト質砂

5 16.300 18.00 285.40 131.40 シルト混じり砂

6 21.000 15.00 355.90 154.90 シルト

No 計算深度

(m)

Ｎ値

(回)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

D50

(mm)

FC

(%)

IP PC

(%)

砂礫地盤

補正係数

補正Ｎ値 R

1 1.325 2.57 17.00 22.53 18.28 51.40 15.4

2 2.300 1.00 15.00 37.30 23.30 0.0134 89.90 17.2

3 3.300 1.00 15.00 52.30 28.30

4 4.300 20.00 18.00 69.40 35.40

5 5.300 36.00 18.00 87.40 43.40

6 6.300 31.00 18.00 105.40 51.40

7 7.300 27.00 18.00 123.40 59.40 0.3367 10.60 0.998 30.000 1.036

8 8.300 30.00 18.00 141.40 67.40

9 9.300 33.00 18.00 159.40 75.40

10 10.300 17.00 18.00 177.40 83.40

11 11.300 12.00 18.00 195.40 91.40

12 12.300 14.00 18.00 213.40 99.40

13 13.300 12.00 18.00 231.40 107.40 0.1247 44.10 12.4 1.000 21.989 0.285

14 14.300 10.00 18.00 249.40 115.40

15 15.300 7.00 18.00 267.40 123.40 0.2148 16.30 1.000 13.561 0.154

16 16.300 6.00 18.00 285.40 131.40

17 17.300 3.00 15.00 300.40 136.40

18 18.300 4.00 15.00 315.40 141.40

19 19.300 3.00 15.00 330.40 146.40 0.0040 97.80 30.1

20 20.300 2.00 15.00 345.40 151.40

No 外力係数

L

液状化係数

FL

γcy H

(m)

低減係数

β

1

2

3

4

5

6

7 0.245 4.220 1.000

8

9

10

11

12

13 0.229 1.244 1.000

14

15 0.221 0.696 2.0 1.500 0.338

16

17

18

19

20

水平加速度(m/s2)        2.000

液状化指数          PL= 0.713

最大水平変位(m)   Dcy = 0.030
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適用式 建築基礎構造設計指針式 (2019)

調査件名 歴史核（津島神社）周辺エリア測量及び地質調査業務委託

調査住所 津島市南門前町 地内外

調査位置 北緯:35度10分34.87秒 東経:136度43分10.28秒

ボーリング名 No.1

孔口標高(m) -0.04

地下水位(m) GL-0.90

低減係数 0.015

マグニチュード 7.500

計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）

No 下限深度

(m)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

土質名

1 1.400 17.00 23.80 18.80 盛土、粘土質砂

2 3.600 15.00 56.80 29.80 砂質シルト

3 10.300 18.00 177.40 83.40 砂

4 14.300 18.00 249.40 115.40 シルト質砂

5 16.300 18.00 285.40 131.40 シルト混じり砂

6 21.000 15.00 355.90 154.90 シルト

No 計算深度

(m)

Ｎ値

(回)

γt

(kN/m3)

σv

(kN/m2)

σv'

(kN/m2)

D50

(mm)

FC

(%)

IP PC

(%)

砂礫地盤

補正係数

補正Ｎ値 R

1 1.325 2.57 17.00 22.53 18.28 51.40 15.4

2 2.300 1.00 15.00 37.30 23.30 0.0134 89.90 17.2

3 3.300 1.00 15.00 52.30 28.30

4 4.300 20.00 18.00 69.40 35.40

5 5.300 36.00 18.00 87.40 43.40

6 6.300 31.00 18.00 105.40 51.40

7 7.300 27.00 18.00 123.40 59.40 0.3367 10.60 0.998 30.000 1.036

8 8.300 30.00 18.00 141.40 67.40

9 9.300 33.00 18.00 159.40 75.40

10 10.300 17.00 18.00 177.40 83.40

11 11.300 12.00 18.00 195.40 91.40

12 12.300 14.00 18.00 213.40 99.40

13 13.300 12.00 18.00 231.40 107.40 0.1247 44.10 12.4 1.000 21.989 0.285

14 14.300 10.00 18.00 249.40 115.40

15 15.300 7.00 18.00 267.40 123.40 0.2148 16.30 1.000 13.561 0.154

16 16.300 6.00 18.00 285.40 131.40

17 17.300 3.00 15.00 300.40 136.40

18 18.300 4.00 15.00 315.40 141.40

19 19.300 3.00 15.00 330.40 146.40 0.0040 97.80 30.1

20 20.300 2.00 15.00 345.40 151.40

No 外力係数

L

液状化係数

FL

γcy H

(m)

低減係数

β

1

2

3

4

5

6

7 0.429 2.411 1.000

8

9

10

11

12

13 0.400 0.711 1.0 1.500 1.000

14

15 0.388 0.398 2.0 1.500 0.338

16

17

18

19

20

水平加速度(m/s2)        3.500

液状化指数          PL= 2.383

最大水平変位(m)   Dcy = 0.045
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写 真 集
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着　手　前

No.  1

完　了　後
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試掘状況

試掘深度GL-1.00ｍ

No.  1
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全　景

No.  1

試掘深度GL-1.00m
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No.  1

作　業　中

標準貫入試験
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No.  1

残　尺

残　尺
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No.  1

検　尺

検　尺
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No.  1

セメントミルク注入中

調査孔閉塞
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KYミーティング状況

No.  1
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土粒子の密度試験

土の含水比試験

119



土の粒度試験
(ふるい分析)

土の粒度試験
(沈降分析)
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土の液性限界試験

土の塑性限界試験
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別
添
資
料

1
3 

北
側
水
路
整
備
予
定
箇
所
 

②
 

③
 

④
 

北
側
水
路
 

①
 

：
北
側
水
路
の
整
備
予
定
箇
所
。
水
路
敷
地
幅

50
cm
～
10
0c
m
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
既
存
水
路
の

一
部
が
津
島
神
社
敷
地
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
本
市
が
令
和
６
年

12
月
ま
で
に
市
所
有
地
側
(南

側
)に

整
備
し
な
お
す
。
 

水
路
敷
地
を
定
期
借
地
に
含
め
る
か
否
か
は
、
本
市
と
活
用
事
業
者
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
。
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別添資料14　津島市ふるさと納税返礼品一覧　
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別添資料15 津島商工会議所優良特産推奨品一覧
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別添資料 16 貸付面積の区分イメージ 

 

・区域Ａの中で、貸付面積ａ１（飲食店・売店、屋外休憩広場、屋外通路、駐車場、そ

の他観光に資する施設）と、貸付面積ａ２（公衆用トイレ）に分かれる。 

・貸付面積ａ１と貸付面積ａ２の合計が、区域Ａの面積となる。（区域Ａ＝ａ１＋ａ２） 

 

 

貸付面積 下記図の色区分 

貸付面積ａ１ ＆ 

貸付面積ａ２  

合計：区域Ａ（ａ１＋ａ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の配置はイメージである。 

 

公衆用 

トイレ 

駐車場 

屋外通路 

飲食店 

売店 

その他観光に
資する施設 

屋外休憩広場 

屋
外
通
路 

区域Ａ 

交番 

区域 B（神社有地） 

（県道名古屋津島線） 

堀田家 
住宅 
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トイレ 休憩 案内 情報
1 （資）友仙屋 津島市馬場町16 0567-26-2718 9:00～18:00 月曜日 ○ ○ ○

2 後藤商店 津島市橋詰町1-35 0567-26-2073 7:00～20:00 なし ○ ○ ○

3 牛田カバン店 津島市天王通り4-4 0567-26-2854 10:00～18:30 水曜日 ○

4 辰巳建設（株） 津島市米之座町1-45 0567-26-2307 8:00～17:00 土曜日、日曜日 ○ ○

5 米真商店 津島市本町1-25 0567-26-2255 09:30～18:00 日曜日 ○ ○ ○

6 平徳呉服店 津島市本町1-47 0567-26-3755 10:00～17:00 月曜日 ○ ○ ○

7 戎利商店 津島市本町2-6 0567-26-7739 10:00～18:00 月曜日 ○ ○ ○

8 喫茶　トキオ 津島市天王通り6-43 0567-26-1238 6:30～17:00 月曜日 ○ ○ ○

9 ロイヤルホームセンター津島店 津島市柳原町3-1-1 0567-22-3171 6:30～20:00 年中無休 ○ ○ ○

10 和田栄菓子店 津島市本町2-5 0567-26-3485 9:30～18:00 月曜日 ○ ○

11 戎徳呉服店 津島市本町2-10 0567-26-2012 10:00～17:00 月曜日 ○ ○ ○

12 吉村人形店 津島市本町3-4 0567-26-2947 10:00～18:00 月曜日 ○ ○ ○ ○

13 桶房商店 津島市本町3-11 0567-26-7728 9:00～18:00 不定休 ○ ○

14 あかだ屋清七 津島市祢宜町1 0567-26-2754 9:00～18:00 第2、4水曜日 ○ ○ ○ ○

15 合資会社　イトウ写真館 津島市天王通り2-7 0567-26-2735 9:00～18:00 なし ○ ○

16 魚良商店 津島市天王通り5-9 0567-26-2433 9:00～18:00 月曜日 ○ ○ ○ ○

17 染・呉服　多加木 津島市天王通り5-11 0567-26-4062 9:30～18:30 月曜日 ○ ○

18 calm* 津島市天王通り4-12 090-2770-4490 10:00～15:00 不定休 ○ ○

19 シゲマツ靴店 津島市天王通り3-2 0567-26-3085 10:00～18:00 月曜日 ○ ○

20 いきいきサロン 津島市本町2-23 0567-25-1128 9:00～16:00 月～木曜日 ○ ○ ○ ○

21 松儀商店 津島市馬場町9 0567-26-2075 10:00～17:00 なし（不定休） ○ ○ ○ ○

22 髙木農機商会 津島市馬場町6 0567-26-2577 8:00～18:00 祝日 ○ ○ ○

23 （資）朝日寿し 津島市天王通り2-48 0567-26-2449 11:00～20:30 木曜日、第3水曜日 ○ ○ ○

24 三木屋 津島市天王通り2-20 0567-26-2758 9:00～17:00 月曜日 ○ ○ ○ ○

25 ギフト　タケヤ 津島市江東町1-20-1 0567-26-4396 9:00～18:00 月曜日、木曜日 ○ ○

26 千賀サイクル 津島市天王通り6-34 0567-26-3925 9:30～20:00 月曜日 ○ ○

27 魚光 津島市天王通り6-36 0567-26-2520 9:00～17:30 月曜日 ○ ○

28 宇佐美タオル店 津島市本町4-43 0567-26-3702 9:00～18:30 随時休みあり ○ ○ ○ ○

29 津島神社 津島市神明町1 0567-26-3216 9:00～17:00 なし ○ ○ ○

30 いちい信用金庫 津島営業部 津島市東柳原町1-44-2 0567-24-9111 9:00～15:00 土・日・祭日・正月三が日 ○ ○

31 いちい信用金庫 江東支店 津島市南門前町1-53-11 0567-28-8100 9:00～15:00 土曜日・日曜日 ○ ○

32 マルビシ 津島市天王通り6－3 0567-26-2950 9:30～19:00 月曜日 ○ ○ ○

33 コルディアサロングレース 津島市天王通り6－8 0567-24-8502 9:30～19:00 月曜日 ○ ○ ○

34 サンローズ 津島市天王通り6－3 0567-24-0393 9:30～19:00 月曜日 ○ ○

35 リニアサロングレース 津島市天王通り6－8 0567-28-1211 9:30～19:00 月曜日 ○ ○ ○

36 Seasoncafe茶の間 津島市本町2-10-2 090-6646-0240 11:00～17:00
毎月1日～7日

及び藤まつり・天王祭など期間限定
○ ○ ○ ○

37 鈴木生花店 津島市本町2-3 0567-26-3973 8:30～18:30 月曜日 ○ ○ ○

38 やませ商店 津島市本町2-11 0567-26-2757 8:30～18:30 月曜日 ○ ○

39 ファミリーマート津島橋詰町店 津島市橋詰町3-48-1 0567-22-5215 0:00～24:00 無休 ○ ○

40 宗教法人　常楽寺 津島市天王通り5-10 0567-28-4875 9:00～17:00 無休 ○

41 髙木サイクル店 津島市本町1-64 0567-24-7790 10:00～18:00 月曜日・土曜日午後 ○ ○ ○

42 伊藤金物店 津島市本町1-2 0567-26-2541 9:00～18:00 日曜日・祭日 ○ ○ ○

43 龍宝山　雲居寺 津島市北町32 0567-28-0337 なし ○ ○ ○ ○

44 総本家　角政 津島市馬場町7 0567-26-2857 8:00～19:30 無休 ○ ○ ○ ○

45 宝寿院 津島市神明町2 0567-25-4154 6:00～16:00 なし ○ ○ ○

46 らく楽菓子舗 津島市天王通り5-46 0567-26-4412 8:30～19:00 水曜日 ○ ○

47 蛭間地区コミュニティセンター 津島市蛭間町字西屋敷1169 0567-25-8107 9:00～17:00 木曜日 ○ ○ ○ ○

48 合資会社　糀屋 津島市本町1-57 0567-26-8338 10:00～17:00 日曜日・祝日 ○ ○ ○ ○

49 さくらファーム 津島市愛宕町5-115 0567-28-5783 10:00～18:00 月曜日 ○ ○

50 本住寺 津島市南本町1-7 0567-26-4439 なし ○ ○ ○

51 大崎会館 津島市中地町3-29-1 0567-23-3495 9:00～12:00 月曜日 ○ ○ ○ ○

52 西地域防災コミュニティセンター 津島市下新田町2-241 0567-23-6011 9:00～12:00 月曜日 ○ ○ ○ ○

53 伊勢正 津島市本町1-30 0567-26-3226 9:00～17:30 日曜日 ○ ○ ○ ○

54 末広寿司 津島市本町1-66 0567-26-2790 11:30～14:00、17:00～21:30 火曜日 ○ ○ ○ ○

55 まるかね商店 津島市藤里町3-8 0567-28-1177 10:00～20:00 水曜日 ○ ○ ○ ○

56 エザキ（株） セルフ愛宕店 津島市愛宕町9-30-1 0567-25-2649 7:00～23:00 年中無休 ○ ○ ○ ○

57 西日本宇佐美（株）155号津島西給油所 津島市江西町3-13-2 0567-26-1818
7:30～21:00

日曜日は8:00～19:00
年中無休 ○ ○ ○ ○

58 西日本宇佐美（株）唐臼給油所 津島市唐臼町大門3 0567-31-3484 8:00～19:00 年中無休 ○ ○

59 セブンイレブン津島金柳町店 津島市金柳町字観音堂154 0567-32-3777 0:00～24:00 年中無休 ○ ○

60 セブンイレブン津島橘町1丁目店 津島市橘町1-23 0567-23-1277 0:00～24:00 年中無休 ○ ○

61 やきとり　よし 津島市唐臼町当理12 0567-32-1735 11:30～20:00 月曜日 ○ ○

62 喫茶ワールド 津島市宇治町城118-1 0567-24-4768 7:30～17:00 日曜日は8時から営業 月曜日 ○ ○ ○ ○

63 コスモ石油・セルフピュア津島SS 津島市越津町荒毛22-1 0567-22-3801 0:00～24:00 年中無休 ○ ○

64 ジェームス津島神守店 津島市神守町中ノ折75-３ 0567-23-7060 10:00～20:00 火曜日 ○ ○ ○ ○

65 サンガーデン 津島市東柳原町1-4 0567-25-2211 10:00～23:00 年中無休 ○ ○ ○ ○

66 あまつしま不動産 津島市今市場町3-14 0567-26-6266 9:30～18:30 土曜日・祝日 ○ ○ ○ ○

67 ヨシヅヤ津島本店 津島市大字津島字北新開351 0567-23-7110 10:00～21:00 年中無休 ○ ○ ○ ○

68 観音寺 津島市天王通り6-43-1 0567-26-3932 年中無休 ○ ○ ○

69 （有）マルコ果実店 津島市池須町21 0567-26-3316 9:00～18:30 木曜日 ○ ○

70 吉田建設株式会社 津島市今市場町3-34 0567-28-2938 8:00～17:00 土・日曜日・祝日 ○ ○ ○ ○

71 神島田小学校区コミュニティ推進協議会 津島市唐臼町柳原37 0567-32-1411 9:00～17:00 日曜日・月曜日 ○ ○ ○

72 内海石油店（株）エネオス 津島市百町柿割55 0567-31-0562 8:00～20:00 年中無休 ○ ○

73 糸政商店 津島市天王通り6-43-2 0567-26-2798 9:00～19:00 第1・3日曜日 ○ ○ ○

74 瑞泉寺 津島市舟戸町40 0567-26-2465 9:00～17:00
月～金曜日(幼稚園併設のため開園日、開園

時間及び行事日には利用不可)
○ ○ ○

75 モスバーガー津島店 津島市新開町1-29-1 0567-24-1800 7:00～23:00 年中無休 ○ ○ ○ ○

76 着物宝庫　つねかわ屋 津島市柳原町1-29 0567-26-3892 8:30～19:00 火曜日 ○ ○ ○

77 大鹿接骨医院 津島市越津町字柳之内84 0567-24-0017 8:30～12:00、15：30～20：00 年中無休 ○ ○ ○ ○

78 山口屋 津島市今市場町2-30 0567-26-4447 9:00～19:00 年中無休 ○

79 西日本宇佐美㈱ 東海支店 津島本店ＳＳ 津島市埋田町1-8 0567-26-2063 8:00～21:00 日・祝20:00まで 年中無休 ○ ○ ○

80 西日本宇佐美㈱ 東海支店 蛭間ＳＳ 津島市蛭間町字宮重534 0567-26-5777 6:00～22:00 日・祝8:00～20:00 年中無休 ○ ○ ○

81 西日本宇佐美㈱ 東海支店 尾張中央道南ＳＳ 津島市金柳町神様田44 0567-31-2167 7:00～22:00 日・祝8:00～20:00 年中無休 ○ ○ ○

82 スクールショップ 長崎屋 津島市今市場町2-35 0567-26-2068 10:00～19:00 木曜日 ○ ○ ○ ○

83 ヨシヅヤ　津島北テラス 津島市片岡町60 0567-28-0111 9:00～21:30 年中無休 ○ ○ ○

84 Yストア　唐臼店 津島市唐臼町郷裏45 0567-32-3601 9:00～21:30 年中無休 ○ ○ ○

85 とんかつ　みな豚 津島市神守町中田面３ 0567-55-9529 11:00～15:00、17：30～21：30 木曜日 ○ ○

86 ワタシン津島本店 津島市今市場町４－14 0567-25-1515 10:00～19:00 水曜日 ○ ○ ○ ○

87 DIY工房 津島市今市場町１－53 090-1746-3623 不定期 不定期 ○ ○ ○

88 アダチ鍼灸接骨院 津島市柳原町4-7-4 0567-26-0014 8:00～11:30、16：00～20：00 日曜日、火・木午前、水・祝日午後 ○ ○ ○ ○

89 デニーズ津島店 津島市今市場町4-30-1 0567-26-1119 0:00～24:00 年中無休 ○ ○

90 Yストア　津島駅東店 津島市柳原町2-41-1 0567-22-4011 9:00～21:00 年中無休 ○ ○ ○

91 25ris 津島市天王通り4-35 090-9188-4415 10:00～15:00 不定期 ○ ○

利用可能設備

津島おもてなしステーション一覧　（令和5年11月現在）

トイレや休憩、おすすめスポットや道案内、パンフレットの情報収集等にご利用ください。
※営業時間等について変更されている場合がありますので、詳細については各店舗へお問い合わせください。

施設名称 所在地 電話番号 営業時間 定休日
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